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研究の目的

全国学力調査の読解領域における子どもの応答を見ると .文章の読みというものがじゅうぶんにできていな

いように忠われる。そこで，文章の読みという点から.子どもたちがそこに提示された問題本文を，どのよう

に読んでいるかを吟味し，そうした子どもの文章の読みが.学刀調査のような設問形主勺こおいて婦どのように

あらわれるかを分析する。このととは，ことばをかえていえば，学力調査問題場面における子どもの読みを追

究することであり.また.こうした調査問題が.はたして子どもの読みを.どの程度評価し得るかを吟味する

ことでもある。

E 研究の内容と方法

〔分析調査の対象として取り上げた調査問題〕

小六 Eヨ 説明文 「文脈の中の語句の意味を考えるJ ( 3 6.3) 

四 f文章の要点を読みとるJ ( 2 3. 8) 

巴] 物語文 「情景を読み取る」 ( 3 5. 2 ) 

ー 「文脈の・中の悟句の意味を考えるJ (3 8.2 ) 一
「心情を銚み取る」 (与 6.7)

中里空 亡口 B 脆明文 rx掌の構成を臨み取る力」 (3 2.6) 

百コ ! s 1. 2 説明文 fXi訟・会組み立てるカ. ことばのきまり ( 4 2. 7 ) 

の思解J (27.7) 

( r ， jは出阻ωねらい。( )内数値は全保平均正答皐)

脱して正答率の低いものを取り上げた。 ζれらの問題に協なんらかの意味で問題自身にι閣のあるものが

多い。また，その応谷の内谷を調べてゆくと.その応答;にいろいろ凝聞の点があって，たとえば.その正答し

ている内谷を調べてゆくと.本当にはわかっていないで正答していると思われるものがかなりある.というよ

うなことが知られる。そして調べてゆくと ・こ うしたことは，単にox式〈ーパーテス トの性格からくるもの

とだけには，言い切れないように思われるのである。子どもの文章の読みやその題解の断片性，不連続性とも

いうべきものが.そこに感ぜられる。そしてこれは.文章の読みの成熟してゆく過程にあらわれる現象ではな

いかとも考えられるのである。このへんの子どもの読みの摘を.以上の学力潟童まの結果守分析しつつ見てゆき

たいと思う。

〔分析的問姐〕

小学校 6年 (1尉査問題および分析的問題は縦聖書きで提示されたものであるが，本稿では小・中学校

とも横響きで示した。 )

Eヨ(本文)

f世界じゅうには・たくさんのさばくがあります。これらのたくさんのさばくには，動物や植物も少
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j;なく.人出もほとんと，すんでいません。それは.さはくでは，動物や植物が生きていくことが，たい

Jへんむずかしいからですロでは，さばくでは.なぜ動植物が生きていくことがむずかしいのでしょう

①|刀、それは・さばくには.水がないからです ひじようにかんそうしていて・大地の表面がから1/"1"0 '{.4 l，..rd.. C"'r(.'l.. '¥ 1'-fo-.， /J"v-'d，. V 'N ~ '__" L ， 0 (。

にからにかわききっているからです。

/ さばくでも雨がまったくふらないわけではないのですが，さばくの大部分は，一年閣の降水量(雨

や雪などのふる量)が二泊五.十ミリ以下という，たいへんなかんそう地たいですo Oiによ当ては，ほ

とんど雨がないとい勺てもいい所もあります。日本各地の年胞降水掻は，だいたい千二回ミ 3から二

千五百ミリぐらいですから.これとくらべてみると ..~ばくはどんなに雨が少ないかがわかるでしょ

う。そのうえに.わずかにふる雨も ，一年聞に平均してふるのではなくて，そのふりかたがきょくた

② |んω たよヨているのですo ふらないときには，いくら待ヮてもふらないのですが・ふるときには，

lす なや石などをおし流すほど，すさまじいふりかたをします。そして.そのあとはけろりとして.ゃ

|けつくように太陽が織りつづけます。ですから.水分は，またたくまに地面にすい取られていくだけ

にでなく，ものすごいはやさで蒸発してしまいます。つまり，せっかく雨がふっても，さばくの土地は，

水持bがよ〈ないので，たちまち「一一一←ーコ しまうのです。
(l)一一一一一一一一一 ー

ところで，さばく というと，あなたがたは，とても弱い所だと考えているでしょう。しかし，さば

くはa いつでも暑いというのではめりません。むしろ，さばくの気候の特徴は， 気温のき変化がひじよ

うにはげしいととだといってもいいのです。さ以〈の中には，互の気温が，しばしば五利党以上にも

@! 
のぼることがありますが，冬になるとしもがおりる所さえあります。また気温は，挙前によっていち

じるしく変化するだけでなく.一日のうちにもはげしく変わるのです。経はひじように場い所でも，

、夜になると氷点以下に然温の下がるととも.けっしてまれではないのです。

f このように.気温の変化のはげしいのは. ~ばくがひじようにかんそうしていることが.大きな肱

@!凶となっています。気温の盆化がひじようにはげしいということも，ふつうの動植物を生きにくくさ

.せているのです。

、iJI
 

〆

't、
この文意の中の仁二二二コの中に，ζとばを入れるとすれば・つぎのどれがよいですか。つぎの中か

ら， いちばんょいと忠うものを一つ選んで，その番号そOで阻みとt~ い。

じよう
1 蒸発して

Z すい取られて

8 かんそうして

も おし流されて

(H J 
ー さばくが'(1)rひじよう』こt)>んそうしていて・大地の表面が，からからにかわささ そJている」わけが，この

文主主の中に抗日}-Jしてありますが，それはどの部分ですか。つぎの中から，いちばんょいと思うものを一つ
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返んで.その番号をOでかこみなさい。

l ②段 2 ③段 8 ④段 4 @:ゆ段 目@@.段・ 6 @@(i政

ニ ここで「さばくの土地は 水持ちがよくないJとい勺ているのは，さばくのどういう点をさしていっ-;. (の

ているのですか。つぎの中から，いちばんょいと思うものを一つ選んで.その番号そOでかこみなさい。 ，

l ふった雨水は，またたくまにi組閣にすい以られていく。

2 ふった雨水は，ものすごいはやさで水殺気になγて減免してしまう。

3 ふった雨水は，またたくまに地l面にすい収られ.一方ものすごいはやさで水泳気にな引て蒸ブちして

しまう。

+ 雨がふらないときには， いくら待ってあふらないのに，ふるときには，すとEや石?おし流すほどす

さまじくふる。

ー この文輩の中には， さばくに水がない雌El~について. いろいろのべていますが.それ~まとめていえば. 白

どのようになりますか。つ容の中から.いちばんよいと思うものを一つ必んで.そのf作号1r0て'刀、こみな |

さい。

1 ~ばくはa 尚.が少ないうえにかたよヮてふり. 71<持ちがわるい。

2 さばくは.雨が少ないうえに，ふ也た附はすぐぶ先してし;t::50 

8 さばくは， 悶が少々いうえに，一年l削況にJしてはふらな:ぃ。

も さばくは.雨が少ないうえに，ふるときにはすさまじくふる。

凶 つぎの問題は，前にもしましたが，もう斗3t*火:なよくよんで，谷;えてくだ容し、。宅与えは，的のときの

とかわってもかまいません。この文裁の仁二二二Jのψι ことばを入れるとすれば，つぎのどれがよい|

です九つぎの中川・いちばんょいとU ものを一つ必んで・その俗世Oでかこみなさい。 I
1 蒸発して

B すい取られて

j 
3 ;()，んそうして

生 おし流されて

[ヨ(本文)

さかな嵐さんからもらった子前こは・ァむずむずと足剖担LビEと主す。長Lると，ィ周みたいなと

ころに， ピース・玉みたいな小さ々一勺の凶が.ぴ刀りと，光っていて， なにかを兇つめているよう
てL一一一一一一一一一ー一一一一一- ウ ーー

に忠わオもました。。 一
そして，かにはかにで， そんなちヮちゃな子がにでも，からだにふにあいなほどの，大きなはさ

コ二ー

みをもっているのです 子がにはそのはきみを.ぶるぶる，ふるわすように，たえず劫かしている
一一一一一一一一一一一一一。才 一一一
のでした。

チがにをながめていると .ふさ(少女の名)のまぶたに，絞のうちよせている伎の尚べの光景が.

ありありとうつって見えました。そしてその陪い彬のほに. %t.!がにといっしょに.たくさんのちっち
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CIJ 

ゃな子がにたちが，たがいによりそいながら，無心にあそんでいるありさまを想像したのであります。

侮の小さな生き物は.海へーーーふさは，ふと.そう忠ったのです。そこで.ふきは，おとうさん

に声をかけ ました。

「おと うちゃん.これから.侮べへいこうよ。」

~ 1)翌三ご。もう.暗くなってしまったじゃないか，ふさ。 J

「だから，わたし，いきたいわ。夜の波の中へ，ちっちゃなかに，はなしてやりたいんだもの。」

「ほう。そんなこと， したいのか。」

ふさは，つめたい子がにを手ににき・って， おと うさんとふたり，外に出ました。町通りから，暗い

小さな路地をぬけていくと，もう，グー. .;:一..;:一，という波の音がひびいていて.すぐ，は ま草

のしげっている海べに出られました。

星がきらきら と光ヮている空の下に，夜の海ははても知られず，ぼうぼうとつらなっていて.海べ

には.たえまな<，波のうちょせる音が，くりかえし，くりかえし.ひびいているのでありました。

いそのにおいが，ぶうんと.します。ふさは，はい色のすなはまを，-1}-ク.サク. ~ナク，とふんで波

うちぎわにいきました。

「ふさっ，あぶないよ。」

うしろの方から，おとうさんのさけぶ声がしました。

波は，夜凶にも自〈見えて.ふさのげたをし q とりとぬらすのでした。

「ほら，海へかえ uていきな。」

そういq て，ふさは，手の中の子がにを.宵無い波の中へ，ジャブシ，となげ入れてやりました。

カらそれ。きり，子がにのすがたは見えませんでした。

f2) 
「おとうちゃん」

「おい。 J

「かに，海へ，はなしてやったよ。」

「ああ，よかったね。」

暗い海ぺに立って，父と子は，こうかたりあいました。

ー この文主主全体を続んで.(O)をつけた部分に，あなたはどのようなことをいちばん強く感じますかe つぎ

の中から一つ選んで.その番号をOでかとみなさい。

l 子がにという小さな生きものの，かたちのおかしさ

2 はさみなたえず動かしている子がにの.おちつきのなさ

8 小さいながらもいのちのある小がにの，いじらしさ

4 ピーズ玉のような小さな邑をもった子がにのふしぎさ

O あなたがそのように感じたのは， ζの文章のどの部分ですか。左の記号宮Oでかとみなさい。(一つ

でもよいし.ニつ以上えもよい。)

ア イ ク エ :t" 
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0 右の 8 小さいながらもいのちのある子がにの，いじらし注 の中の， rいじらしさ」ということ

ばの怠味に.いちばん近いと思うのは.つぎの中のどれか。一つ選んで，その番号~Oでかこみなさい

l 心細げな.いじけた，どことなく元気のないようす

B 意志が強く.どとかどうじ 4 うなところのあるようす

a おきなくてかわいそうに見え，いたわってやりたいようなようす

4 いきいきとして，あかるく元気なようす

一(1)喧ど。もう，暗くなってしまったじゃないか・段。」

この r Jの前後の文章宏よく読んで，との「海べへ。」ということばが.どのような意味に使われ

ているか。つぎの中から，いちばんよいと思うものを一つ選んで.その番号をOでかこみなさい。

l 海べへいってはいけない。

2 海べへ行こう。

3 梅べへいきたいんだね。

4 海べへいくんだって。

O また，右の 「海べへ。」ということばは，どんな気持ちをあらわしているか。つぎの中から，いち
(1)一一一一

ばんょいと忠うものを一つ選んで，その番号をOでかとみなさい。

l 人をさそう気持ち

2 意外に忠 V てたずねようとする気持ち

S とめようとする気持ち

生 同f書する気持ち

この文章の中の 「おとうちゃん。 Jrおい。 J，..・H ・-・かたりあいました。に.父と子の どんな気持ち
(め

がミあらわれていますか。っgの中から，いちばんょいと思うものを一つ選んで，その番号をOでかこみな

さい。

l 子がにを海へはなしてやって満足した気持ち

2 子がにを海へはなしたあとのさびしい気持ち

3 親のもとにかえった予がにそうらやむ気持ち

生 子がにを海へはなしたのをき'んねんに忠、う気持ち

、tt'W
H
 

〆』
，、

本文をもう一度読んでから.つぎの間いに答えなさい。

ー との文章のおわりの部分で. rかに.海へ，はなしてやヮたよ。」といったとき.ふきは，どんな気持

ちだったで しょうか。つぎの中から.いちばんょいと思う ものを一つ選んで，その萄:号をOでかこみなさ

い。

1 子がにを海へはなしてや勺たことに満足している。

2 子がにをi毎へはなしたあとのさびしさをあじわっている。
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8 鋭のもとにかえった子がにをヨらやんでいる。

も 説のもとへかえる子がにのしあわせを怠いやっている。

「ああ.よかったね。」といったとき，父親は，どんな気持ちだったでし且うか。っき'の中から，いち

ばんょいと思うものを一つ選んで，その番号をOでJ小ζみなさし、。

1 暗い海岸で無事に子がにそ海へはなしてやったのを見て安心した気持ち

2 一ぴきの子がにの命を救ってやった子どものおこないを喜んでいる気持ち

8 子がにを侮へはなしてやった子どもの気持ちをいっくしんでいる気持ち

4 子がにを侮へはなしたあとのさびしさそまぎらわそうとする気持ち

中学校 8 年

(I] 

次の文主主の全体を;悠味のよから謹言えて.いくつかに分けるとすれば，あなたはどこで分けますか。分けよ

うと忠うところに，それぞれしをつけなさい。

ロシドシの有名な公i謝ハイド=パークに.マープノレ日アーチと名づけられている一角がある。ことは，

毎過土限目と臼籾臼，さらに例祭戸の午後に，各種各僚の議論の花が自由に咲き競う場所としてはなはだ

有名であるが，私はここで，それこそほんとうの怠味での「言論の自由」の尊さを味わいえた。

このマープノレニアーチでくりひろげられる議論の内谷は，宗教.政治，経済，教育，一般人乞論等，き

わめて多彩であるが，演説者は，そまつで持ちはこびの自由な小さな台に主主塩して自説を訴え.それを幾

重にもとり囲んで.聴衆がきわめて熱心に耳を傾け.活発な知命をくりひろげるのである。しかもこうし

たグループは一つ二つに阪らず.マープル=アーチのここかしこに，自然のうちにいくつものすークノレが

つくられるのそ常としている。

私は.ロンドγ滞在中，ここで，言論の自由の確立にとって，絶対的に不可欠と言いうる条件を，少な

くとも三つ.J望論というよりも体験と して縫認しえたのである。

その第ーは，自分の言うべきことを明縫に表明する舵力と勇気とを持つことである。 r沈黙は金Jとい

うことわさ

守ることのほうtにこ奥ゆ刀か込しEきさと桜もしさとを感じがちであり，口べたの者にむしろ誠実さ， 笑直さを見い

だしがちであった。しかしながら民主社会では， 言 うべきことは明催に，かつ勇敢に表明するととが第一

義的に大事なことなのである。

第二は，他人の言うととに耳出頃{ナ・それ~単解しようと心がけるとともに，相手をして，その忠うと

ころをじゅヨふ'んに言わせる，寛大，謙議の精神を維保することである。このことは，民主社会の成立の

ための最も基本的な正義件であって.これなしには，主主投的な言論の自由は存しえないのである。

議三は，語るに泊するだけの内谷あるものを，紅白己のうちにたくわえ持つとともに・他省の言論を|
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ただちに正しく評価し・批判するだけの笑力淵え，逆にやすやすとそれから影響されることなく・しか|

も学ぶべきものがあれば.それによって自己を反省，吟味する柔軟さ.謙虚きを持たねばならないという

ことである。そしてこの能力は，一部の専門家だけに期待されるべきでなく ，社会のあらゆる階局者・に.

少なくとも可能性として維保されなければならないのである。

幸いわが固でも，言論ぬ自由の重要性は.近年広〈 一般に認識された'したと言えるがーなんといってもー

それはまだ頭だけの段階にとどまり，実に身についたものとな uていない。私は.わが国においても.こ:I 

のマープノレ=アーチのようなととろが見いだされることを祈るものである。 I

(nJ 

一次の@.(t). @， @， @.をどんなl頃に説けたら，全休として意味のまとまった一つ吋きのう文章になる

でしょうか。答えは，アからオまでの中から，点主も適当なものを一つ選んで，その記号をOで囲みなさい。

@献が変化した場合・前の意味よりいっそう広い意味になることがある。妙もと .併という土地

から産する陶器をきした「瀬戸物」が・やがて.陶器の一般の名初、となったのは.この例である".~，レ

@たとえば， rながく」が「しばらく Jからの影響によって「々がらく」 となり. ，取る」が「裂く 」

からの影響によって「やぶ<Jとなq たりする。

@ 単語のj修は，~寺の移るにつれて公イヒすることがある。 ζの中には， j彰や;忠味の似かよった他の単語か

らの影殺によって裟化するものがある。せり〆

@) :訟味が狭くなる ζともある。《今衣服一般の滋味であった「とろも」カ"僧衣のことになq たのが，

ζれである。-.，j5!，

@怠昧も， fl寺とともに変化するものがある。

ア@.(O). @. @. @.の!瞬

ク@.<&. @， @， @，のl煩

オ@. ~. @. ID. @.のJ頃

イo.(1;). @. @. 6).のj頗

エ@.⑥. @， @， @.のl脱

一次の文を.ーの ，-;の(1)から(5)までの中のどこかに入れるとすれば，どこがよいでしょうか。答えは.

アからコすまでの中から.最も適当なものを一つ選んで，.その記号をOで囲みなさい。

「花見Jの「花」のように， ，花」が桜に限って用いられたりするのも，この例である。

ア 吐、lレ イ《ザ ク叱少 ェぺ，~， 才叫!少

( 1) 

ー 左のア，イ，ク.は， ある文芸誌を五つの小段溶にくぎヮて，それぞれその順序を入れかえて絞ったもの

です巴いまとの三つを読みくらべたとき，全体として芯味のまとまった一つづきの文章として，どれが最

も適当と忠うか。一つを選んでその記号をOで囲みなさい。

ア ぷ味もa 将とともに設イじするものがある。
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たとえばはがくJが「しばらくJからの搬によヮて「ながらりとなり・ 「殴る」が「義く」か

らの影録によって「やぶ<Jとなったりする。

芯q未が狭くなること もある。次服一般の主意味であった「ころも」が.僧衣のことになったのが，これ

である。

念味が盆化した場合，前の意味よりいっそう広い意味になる ことがある。もと.議員という土地から

墜する陶器をきした2・F瀬戸物」が.やがて，陶主主一般の名称となったのは.この例である。

単語の%は，時の移るにつれて変化することがある。この中には.f巴ゃ:滋味の似かよった他の単語か

らの影容によって， 変化するものがある。

イ 単語の形は.1);寺の移るにつれて変化することがある。この中には.j彰や意味の似かよ った他の単語か

らの影響によってa 変化するものがある。
き

たとえば，.iながく」が「しばらく Jからの影警によって「ながらく Jとなり， i仮る」が「裂く」

からの影舎によ って. iやぶ<Jとなったりする。

慾味も，~寺とともにきkイヒするものがある。

怠味が狭くなることもある。衣服一般の意味であった 「ころも」が僧衣のことになったのが，これで

ある。

涼味が象化した場合， 前の鰍よりいっそう広い献になることがある。もと .併という土地から

墜する陶器をさした「瀬戸物」がやがて，陶器一般の名称となったのは，この例である。

ク 単語の~は. IJ;寺の移るにつれて変化するζとがある。 ζの中には.1修や怠味の似かよった他の単語か

らの彬舗によって，変化するものがある。
き

たとえば， iながく」が「しばらくJからの影響によ ヮて「ながらくJとなり. i破る」が「謹<J

からの影響によ ヮて「やぶく 」となったりする。

意味も.'l'寺とともに変化するものがある。

怠射訓した場合，前の鰍よりいっそう広い鰍になることがある。もと，鮮 という土地から

墜する陶器をさした 「瀬戸物」が.やがて，胸器一般の名称となったのは.この例である。

怠味が狭くなることもある。衣脳一般の設、味であった「ころもJ杭 僧衣のことになったのが.これ

である。

一 右のア.イ，クのうち，適当でないと忠ったニつのものについて.それぞれ( )の中にその記号を

書き入れて.どういう点がよくないか.そのわけを説明しなさい。

( ) 

( ) 
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(IV) 

次のA群に葺いてあることがらの説明として，それぞれ該当するものをB岩手の中から選んで，その記長昔を

)の中に書き入れなさし‘。

A () l rながく」が「ながらくJになり. r阪る」が「やぶく」になる。

) 2 r花見」の「花Jのように. r花Jが桜に|浪って用いられる。

) 3 瀬戸という土地から盛する陶器守さしだ「瀬戸物Jが陶器一般の名称になる。

()  4 衣服一般の治;味であった「ころも」が僧衣のことになる。

8 ア 単語の意味が変化した場合.前の;忌味より広い念味になるζとがある。

イ 単語の怠味が設化した湯合.前の峰、味ーより狭い珪;味になることがある。

ク 単語の~が. j巴や愈味の似かよった他の単語からの影響によって.~イピずるものがある。

(V) 

これは前に解答した問題ですが.もう一度よく考えて添えてください。答えは，前のときのと変わっても

かまいません。
せと

@意味が変化した場合.前の:怠味よりい vそう広い抵味になることがある。ψ， もと，瀬戸という土地

から産する陶器をきした「瀬戸物」が，やがて，陶器一般の名称となったのは，この例である。吋2'

@たとえば， rなが<Jが 「しばらく jからの影併によって「ながらくJとなり， r破る」が「裂く J

からの影殺によって， rやぶ<Jとなったりする。

@ 単純のj診は，時の移るにつれて変化することがある。この中には，j診や滋味の似かよった{伎の斜路か

らの修仰によ q て，変化するものがある。~

@意味が狭くなるとともある。~衣服一般のぷ味であった「ころも」が僧衣のことになったのが.こ

れである。¥与/

@):食味も時とともに変化するものがある。

次のう正を，右の y C)1から 5までの中のどこかに入れるとすれば，どこがよいでし 4 うか日最も適

当なものを一つ選んで，その番号をOでfHlみなさい。

「花見」の「花Jのように「花」が桜に惚ーてmいられたり Fるのも.この仇である。

答え

2 5 4 5 
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{実 施の方 法 〕

小学絞る年

8.1 E nFI IヨE i N N8 
2広間 間間 関本 本間 間間 間本

文題・・H ・...題姻・・・……題文文 題紙…・・・・題紙 題紙…..…題紙 文
紙 紙紙 紙 回

自E 配 回配 国 田 直己 画己 回配' E収布 布 収 布 収収 布 布 ヰ文 布

ー圃b・・・・・・ e・' ー-+

1 5分 1 5分 ( 2分 ) 1 8分 1 0分

中学校 3 年

E n m: 1. IV IY V V 

間 間間 問問 間間 間間 間
題...・H ・-撞 趨 ....・H ・題 題 …・・・・題 題・・H ・H ・題 題…・…・・題
紙 紙紙 紙紙 紙紙 紙紙 紙
西日 国自己 四百己 由記 回配 回
布 l以布 収布 収布 収布 収

-・』司b

1 5分 1 5分 1 5分 7分 7分

〔実施 の 対象 生 徒 〕

小学校，中学校ともに. 3か校，各 1学級(計約 15 0名)に実施し，その中から無作為抽 出により100

名(男子5O.女子50 )を選出し，その省について.その結決を処製した。

【実施の時 期 〕

目白和39年 9月

なお.調査問題は 6月に受けているので，この分析的問題実施までには約 3か月を経ている。

E 研究の結果とその考祭

1 小学校才 6学年

(1) 調査問題 FIニ，四

Eヨ本文 分析的同題 Eヨ本文芸E熊 (ただし. rさばくの土地は，水持ちがよくないので」の 「土地

は. Jの読点は調主主問題にはない。)
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一 この文章の中の亡二コの如こ，ことばを入れるとすれば，つぎのどれがよいですかQ

一E主う

1 蒸発して

2 すい取られて

3 かんそうして

も おし流されて

fF87) 

(1 6. 7 ) 

( 4 O. 7) (3 6. 3 J C)3 Q・~ ) 

( 3..4) 

(無答 0.6) 

四 このX主主の中には，さばくに水がない理由について，いろいろとのべていますが.そむを止まとめ('('

トえば. ，t_-めようになわますか。

1 雨が少ないうえに，かたよってふり，水持ちがわるいO

B 雨が少ないうえに，ふった雨はすぐ蒸発してしまう。

、(31. 1) (2 4. 0) (' 2場7')

(4念 2) 

8 雨が少ないうえに，一年間平均してはふ ら な い 。 ( 8，8) 

岳 雨が少ないうえに，ふるときには.すさまじくふる。 ー (1 1. 0 ) 

)内数値伐県抽出1日校ω応答分析結果によJ手応答率。一( ]内数値は，全集事均正答率。同じく太字は全密平担正

答率。

この調資問題ニは. r文脈の中の詩句の;色味を考える」ことがねらいとされている。その応答を民~ -'

と. rかんそうしてJ (正答とされている)と「蒸発して」とは，ほぽ同等の応答率を示している。そ

こで，問題本文を克てみると ・そうした応答をもたらした要因が，実は本文自身の中にあるのではない

かと忠われるふしがある。いま， この応答をもたらす本文の読みについて， まず考えてみたい。

A r蒸発してJを入れる読み

…ーやけつ〈ように太陽が限りつづけます。ですから.水分は， またたくまに地面にすい取られて

いくだけでなく，ものすごいはやさで水蒸気になって蒸発しτしまいます。つまり，せっかく雨がふ

っても，さばくの土地は7}¥持ちがよくないので，たちまち蒸発してしまヨのです。

ここに引用した文章の前半は，太j場が照りつけるので水分が蒸発してしまうことが強調されている。

「つまり」以下の文は.前文で述べたところをもう一度繰返し説明したものと受けとれる。 iさばくの

土地は水持ちがよくないので」は，挿入句として軽く読み過ごされる。こうして「水分は」という主語

が「つまり」以下の文でも一貫して主誇として作用している。 このような読みに裏付けられてh

ると忠われる。そしてこの読みは.ここの文章の読みとしてはむしろ自然の読みであるといっていいかー

も知れない。

B iかんそうして」を入れる読み

… ですから，水分は， (またた〈まに地面にすい取られていく(だけでなく ，) 

iものすごいはやさで水蒸気になって蒸発してしまいます。

つまり.せっかく 雨がふっても.さばくの土地は水持ちがよくないので，

(さばくは〕たちまちかんそうしてしまうのです。

(a )' 

(b) 

この読みでは. rつまり」という語はL削とめj合同等の重さのものとして受けて.これをーまとめに
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して. rさばくの土地は7.K持ちがよくないので」と.そのぷ昧を説明し.その結来(水持ちがよ〈ない

ωで)，さばく はたちまちかんそうしてしまうという.この段落全体の結論を導いている。との場合.

「つまり」以下の文は.段落の結びとして重虫色な蕊味をになうものであり.かつ，そこに 〔さばくはj

という主語が省かれていると見々される。 ・(もしくは，文中の「さばくの土地はJを主語と見なしで も

よいであろう。ただし，その場合は. rさばくの土地はJの次に一つ読点が欲しい。)

さて，ここの文章を前から読んでくると， rまたたくまに地面にすい取られていくJ(aJことの具体的

説明が文中のどとにも省いてないので.(a)とl闘を同等の重さには受け取り縫い。この文章は，太陽が照

りつけるので水分が五反発することが強調されて受収られる。したがってこの「つまり」がよの(aJ(bJをま

ともに受けて「さばくの土地は水持ちがよくないので」を導き出す力に乏しい。その結朱. rさばく の

土地は7)<持ちがよくないのでJということばが，じゅうぶんの重みをもたず，挿入句的に軽〈読みiおご

されるおそれがじゅうぶんあるωである。ここに「かんそうして」を入れることを決定づけるためには.

本文自身をもう少し縫考しそのように訂正しなければならないであろう。この本文のままではこれを決

定づけるわけにはいかないように怠われる。ただ，この二つの読みについていえることは. Bの読みは，

この本文全体をよく 読んで，文章全体の総想の中にこの第2段落を位置づけ.多少の本文の欠陥をのり

超えて.ここに第2段浴の結びとして「かんそうして」を入れたと見なすことがで会るかも知れない。

そう考えてよいならば.このBの読みは.)(蛍全体宏把滋した抽象1交の高い抗みだといえるであろう。

それに対して一方Aの読みは，よりことばの流れにすなおな"いわば文学的情感的読みの性質を多分に

含んだ読みだといえるであろう。そうした怠;味で.Bを正答;とすることはよいとして， Aを誤答とする

ことは.本文に欠陥があるだけに.疑問カ鳴るのである。

なお. ここに「すいU~られてJ を入れたものは. r水持ちがよ<t.rいのでJということばを・Dp*位

が大きいという普通の刑法に従って，その続きとして. r /1<.1キちがよ〈ないので，たちまちすい取られ

てしまうのです。 」としたのであろう。この説みでは. rつまり」という語がな味をなさないし. H~.')ど

からの続きが港着かない。いわば部分のみ読んで全体を読まない，部分に錠われた読みとでもいってよ

いであろう。

そこで，本文を，-fつまり.せっかく 雨がふっても.さばく の土地は，水持ちがよくないので，たち

まち仁二二コしてしまうのです。」と ，誌点を加えて，この部分の主語がさばくであることに気づか

せるように修正し，調査問題ニと同じ問題を行なυてみたのが分析的問題 (0であるかその結米は次の

如くであヮた。

( f ) この文章の中の仁二二ご]の中に，こと ばを入れるとすれば，つぎのどれがよいですかe つぎの中

から，いちばんょいと忠うものを一つ選んで.その必:せをOで閉みとEさい。

じ4う

l 蒸発して 1 5 ( 4 4 ) 

2 すい収られて 1 9 ( 1 6 ) 

3 かんそうして 6 0 ( 36) 

4 おし流されて 5 4) 

無答
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)内数値は，両被験者が6月調査t問題笑施の際の応答率である。

この修正された木:x.に従えば. iさばくの土地は. Jをとの父の主語と昆なすことによって.おのず

から「かんそうして」を入れることになり.この選択肢ーが36%から 60%に上昇したのは当然のこと

である。もっともこの60名のものがすべて「さばくの土地は.Jを主語として受取っているとは限らー

ないであろう。そしてまた他の40名のものは.これを主語と;意識しなかったと見てよいであろう。

との被験者の6月鎚登問題実施の際の応答とこのたびの応

答との関連を見ると表 1のごとくである。調査問題で 1蒸

発して 官選択した 44名のうち27名が 3かんそうして

に移っており.もともと 3かんそうして を選択した 36 

名については，そのうち 25名が8にとどまり. 1 1名が他

へ変っている。

表
1 
、-
述 1 

1 日

2 2 

5 4 

4 1 

計 lS 

2 5 :弓8 I 27 

7 7 161 

4 I 25 2 36 

2 4 

19 60: 5 1 I 10口

( nJ ー さばくが・ 「ひじようにかんそうしていて・大地の表面が，からからにかわささっている」ゎ !

けが，この文i$:の中に説明してありますが， それはどの部分ですか。つぎの中から.いちばんょ

いと思うものを一つ選んで.その番号そOでかこみなさい。

l ②段 2 ③設 3 @ .. 段 4 (I⑤段 5 @@>段 6 @冶(毒液

4 9 2 8 2 5 1 1 4 (保谷;1 ) 

さすがに②段を指摘したものは約半数ある。ととろで[1 )との闘迫で見ると，法2めどとくである。

(1)で「かんそうして」を泌択した 60名の う
，司、

ちここで②段を指摘し得たものは半数の 31名広 義

過ぎない。あとの 29名のものは，この段落を文 2 

主主全体の4Jにはっきり位置づけ得なよで読んでい

ることが知られる。したがって少なくもこの29 

名のものは. iかんそうしてJをこの文掌全体の

中に位世イけ文l派づけて選択しているとは言えな

いのである。(この点 31名のものは，は ヮきり

i74!と
5 

2 12 

3 31 

4 

無答

計 49 

無
- 四

2 5 4 5 6 谷; 計

2 5 2 s 15 

2 5 2 19 

21 3 17 6 60 

1 2 5 

2 8 25 I 11 !L__U竺。

文脈づけているものもあろうし.そうでないものもいるかも知れない。)この部分だけで，部分的読み

の上から. iかんそうして」を適切としてこれを逃んだものと解される。特にこの(1)の問題:<!>::x.は

「さばくの土地は，水持ちがよくないのでJと本文を改訂しであるのでa との部分的読みが成立し易い

のである。

それでは，謝霊長H掘 の本文の場合 どうであるの恥このたびの被験者の6月実胞の応答を.この(UJー

との侠!逆において.見てみると.表3のどとくである。

調査|同額で「かんそうして」を選択した 36名のうち，(UJーでl②段を指摘し得たものは 13名に過ぎ

ない。他の23名は.とこに「かんそフしてJを入れているにかかわらず，段港立識をもたずに， この
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ことばを入れているのである。また，謝質問題で

「蒸発して」会選んだ 44名のうち 25名. rすい

取られて」を選んだ 16名のうち 10名. rおし流

されて」 を選んだ 4名のうち 1名は. この但政官指

摘しているのであるが. しかも一方これらが「かん

そうしてJ以外のことばを選択しているのは.この

部分を.文章全体の中に位崖'"づけて段落的に読むと

.-、
表

3 
、ーー

以!L
25 

2 10 

3 13 

4 1 

iIT 49 

2 5 4 亘

T 。11 s 

2 2 2 

2 4 11 4 

1 1 

. 21 8 I 25! 11 

' 1nt 品
答

計

一2 44 

16 

36 
「一ー

4 

~L2 100 

とよりも，それぞれの部分的読みとりの怠識が強くはたらいて，本文の欠陥も手伝って. rかんそうし

て」以外の選択をしたものと忠われる。つまり ，子どもたちは，段必意;織は段員喜志議として設聞に応、じ

部分的読みは部分的読みとして設聞に応ずる。その結炭火設の上でそれらが結びつかずにそれぞれ別物

とレてあるのである。今Bの分析的絞再邑主語極的読解指導の一つの欠陥がこのような易面にその面を表 わ

しているように忠、われる。文章を読むにあた q て.段落的意識と部分的な語句の足解は，一体となって

こそ真のX堂の読みといえる。語句を段落のψに位逝づけ. 段品g:~)(論:全体0)中に位置づけつつ読みと

ってゆく ，こ うした統みの蛍慣を形成することが，読解刀の育成にはもーともたいせつであると思う。

[ u] ニ ここで「さばくの土地は，水持ちがよくないJといっているのは・さばくのどういう点をさし

ていョているのですか。つぎの中から，いちばんょいと忠うものを一つ泌んで，その溢号をOで

1).こみなさい。

l ふつたl閥蒲y水kは. またた〈まにt地i他担E面自 ? 

2 ふつた悶y水κは，ものすごいはやさで水蒸気になつてz蒸底免してしまう。 1 0 

3 ふった雨水は， 主たたくまに地聞にすい取られ.-)jーものすごいはやさで水主主

気になって旅先してしまう。 6 6 

も 雨がふらえEいときには.いくら待ってもふらえ工いのに，ふるときには，すなや

石をおし流すはどすさまじくふる。 15 

「水持ちがよくないJの一般的主主味tお lの:隊味に用いられるのが普通であると忠われるが， ここで

は，前文を受けて.どうしても 3の意味に受けとらねばならない。応谷を見てもこの選択肢が66 ~包で

もっとも多い。ところで(1)との関連で見る袋告のごとく で
，ー、 ~二 1 2 5 4 計ある。 rかんそうして」を選んだ 60名のうち.この 3を選択 表

したものは 39名で. 2 1名は他を選んでいる。この 21名の 4 1 5 11 1 15 

2 5 ー2 14 19 
ヤーー一ものは，ここのx注を都分的にもよく読んでいないのでないか

3 5 5 39 11 60 

4 1 21' 2 5 
と思われる。

熊谷 よ 11 1 

計 9 I 10! 66115110日

- 22-



なお，との{ljJニの応答を. 6月施行の謝金問題この応答と対

比して見ると.表 5のごとくである。これで見ると.i間査問題

で「かんそうして」を選択した 36名のうち. 2 5名のも のが

正しく 3を選択しており. 3 6名のうち 11名のものはとの部

分を適切に説んではいなかったように思われるのである。

〔
表

5
」

世ミ 1 2 5 4 

5 5 30 6 

2 5 5 ? 111"6 
3 2 2 25 7 36 

4 2 4 

計 ? 101 66 15 1日日

以上昆てきたととろで.問問 E一二について正当な足解をも

ち僧たものがどのくらいあったかを見てみると次のごとくである。

2 

〔日〕ー[rr)ニ
3 ……・・ 3 名

3 …・….1 0名

5 ・H ・H ・・・24 名

[ 1 )において「かんそうして」を選択した 60名の

うち.[11 ~ーの段落の問題ができ. [11 iニの「水持ちがよ

くないJのとこでの意味を、杷握していたと解されるも

のは 24名であった。

、，a
E，FI

 

re-
、

5 

なお， 6 月施行の議室主間~についてさかのぼって調べてみると，次のごと〈であった。すなわち. 調

査問題で 「かんそうしてJ'{--選択した 36名のうち.[UJー.[l1'jニの問題を正答し得たものは 11名に過

ぎなかった。

謁ニ • C uJー [n)ニ

3 ， 18名

2 

3 

5 

5 

B名

1 1名

この文章の中山さばく山1ない拙について，いろいろとのべていますがそれを ま |

とめていえ同どのようになりますか。つぎのrいから，いちばんょいと，E1うものを一つ選んでa

そのiJf母をOでかとみなさい。

1 さばくは，雨が少ないうえかたよってふり.7.1'<持ちがわるい。 35 

2 さばくは，雨が少ないうえに，ふった雨はすぐ蒸発してしまう。 43 

3 さばくは，雨が少ないうえに，一年出平均してはふらない。 8

4 さばくは，雨が少ないうえに，ふるときはす(:tまじくふる。 14 

調査P.i暗巨ヨ四(1ヲ頁渇救)は「文意の要点を読み取るJことをねらいとして出題されている。.

正答率は県草均 24.0ではなはだ低く.県抽出 10校の応答分析によれば，正答とされている選択肢 1

が31. 1であるに対して，選択肢2が 4玖 2となっている。これも選択肢に問題があるのて・はないであ

ろうか。すなわち.正答とされている 1の法択肢は，ことばがいかにもぎごちなく，この短い文の中で

主諮を二度変えて説みとらねばならないといーうような悪文である。それに対して選択肢Zの方は意味が

すなおにはっきり受け取れ，本文も降った雨が直ぐ蒸発してゆく点を印象深く蓄まいているので，これを

選択したものの多いことはう危づけIることである。それで多少でも lの選択肢が受付取り易いよ うに.

つまりその議文をイ臨iEする話、味で，山つの込択肢のいずれにも「さばくは. Jということばを長初につ

けて出してみたのが，この分i1Tr均問地 H三である。
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その結然は叙値の上では.調査同組と大体l司じ傾向ではとんど主主いを生じなかった。しかし内谷的に

はそこにかなりの移動が見られた。表 6のごとくである。謝企

開通で l を選択したものは，この伎の分析的r"，~屈では 2 へかな

りの移動を見せた。 2を巡択したものは，このj支1と+へかな

りの移動をみせている。制金問題で 8と告を選択したものは，

この度はその大部分が他へ移動した。しかしこれは.その内経

から昆て， rさばくはJということばを冠 したために起った劣

化とは必ずしも認めがたい。むしろ子 どもの，その持々による

表

6 
対ミ

1 

2 

3 

4 

計

読みの不安定性に由来すると先た方が，場:笑に近いのでないかと忠われる。

た..，...ゃ』興味深〈忠われるのは.WJーの応答との凶速である。

表 71二見るごとく，例三で 1を選択したもの 35名の中23名 表

まで，叩ーで 1な選んだものである。つまひ[ilj)三で 11::');路し

たものは，その 66%が.この本うにの②段溶をはっきり全文の

中に位置づけて，段港意識をもって読みとっていたものである

ととである。

また，己の[IT;)ーで 1'a-' i起択したもの，つまり②段を会火山中

に位~.. づけて内谷的に統みと。ていたもののうち 47%が(11日

で l ~迦び， 39%が2唱r泌んでいることになる。この点から

見て，この問題は，第2段悠の喜起点唱を読み取るというような校

7 

聞にするならば， 1への応谷はかなりふえたのでないかと考えられる。

なお，剥念出iJmと(11)-との胸速を見てみると，器 8のどと〈

であ U て，茨 ?と大体同じ傾向を示している。ただ・[1I.Jーの段 表

落の読みと l の選択肢との~l係がや h その占める%が下回ると 8 

いうだけである。そしてこのことは.それだけ必択肢2への応

答率を高めている。 このことは，②段滋の怠味内谷を把握して

いても，なおかつ越択肢2にひかれるという.それだけ泌択肢-

lが返父ぜあったためではなかろうか。それが分析開制よりも

制詮間組jで泌択肢 lと(11，1ーの段浴歌織の財|閣の|均速がや'>/:1.11れ

ている除凶でないかと忠うのである。

た Yいずれの問題も，泌択肢 lよりも，2の方が応答率の高い

凶ミ
2 

5 

4 

5 

6 

熊谷

11'1' 

ii)史
1 

2 

5 

4 

5 

6 

熊谷;

針

1 2 3 4 51 

19 8 5 2 32 

6 I ;/，1¥ 6 41 

4 2 l 2 ? 
-ー円羽6 5 5 也

35 43 8 14 100 

1 2 5 4 

23 19 2 5 491 

21 

2 る 2 8 

5 15 5 2 25 

4 5 2 11 

2 4 

35 45 8 I 1<4 100 

2 s 4 百十

一18 19， 4 8 I 49 

2 

3 5 1 81 

5 14 2 

4 5 2 

2 4 
「

52 41 ? 18 100 ! 

ことは， ささにも述べたように，問題本3どの表~そのものと.投開と選択肢の対応. 選択伎のぷ~の拙

劣さによるものと考えられる。

以上(lI)-，ニ，三の問題をした後に，もう-11t(IJと伺じ問題を行なうたのか(11阻の問凶である。

( s) 四 つぎの問題は， 前にもしましたが，もうーj交.<f~X~どよくよんで， 谷えてください。谷えはa 前|

のときのとかわってもかまいません。 I
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との文章の仁二二二コの中に，ことばを入れるとすれば，つぎのどれがよいですか。つぎの

中から，いちばんょいと思うものを一つ選んで.その番号をOでかこみなさし、。

巳う
1 是正発して 1 6 

2 すい取られて 1 9 

8 かんそうして 6 1 

4 おし流されて 4 

実は，この分析問題を作ヮた時の予想では. 6月実施の正答率から考えて(I)の正答率は当然低い

ものと予怨した。それで， rn)一二三の問題を行t.tラ忍必ζよって.被験者はそこに読解上の何等かの示唆

と読みの深まりをf尋て.この四の応答で正答率が上昇するであろうと考えた。ところが(1 )の問題で，

60%の正;益率が出てしまっているので，その変化は余り期待されないものとなった。事実数値の上で

その変化はほとんど先られない。しかし内谷的には，表 91ζ見

られるように，かなりの移動が見られるのである。 表

〔日〕で「かんそうして」を選んだ60名のうち，(UJ固でもこれ 9 

を選んだのは 43名である。 17名は他へ移った。また iにお

いて他の選択肢をとっていたものが，(ll)四で「かんそうしてJ

を選んだものは 18名である。これE.がどうして変化したかに

ついて納得のいく説明はできかねるようである。いま(J:ト二三

の応答を整駐してみると次のごと くである。(云1.0) 

-25-

X更
5 

2 2 

5 8 

4 1 

告義 答

計 16 

2 5 4 計 l. 
? 15 

? B 19 

7 1 43 2 1 60 

1 1 2 5 

1 1 

19 61 4 1100 



表 10 

. (n) ー ーゴ
.-.. ... 

f、

(n)四
l z 3 4 5 6 熊谷:

(1 ) -・4・・ 人

数
、切J ②段 @段 、@段 G児忌段 @@段 @@<D段

1 泳免して → 蒸発して ! (5) 2 2 

2 すい収られて→ 蒸発して (2 ) 2 

8 かんそうして→ 旅先して ( 8) 6 

4 おし流されて→ 言説先して ( 1 ) 

ー

1 蒸先して -・4・・ 2 すい取られて ( 1 ) 

2 すいlIXられて→ Z すい取られて (9) 6 2 

3 かんそうして→ 2 すい収られて ( 7 ) 2 2 5 

生 おし流されて → Z すいほられて ( 1 ) 

無 谷; -・司・- 2 すい取られて ( 1 ) 

1 捻免して ‘ー『・ 3 かんそうして (ヲ) 5 2 2 

2 すい取られて→ 3 かんそうして (8) 4 2 

S かんそう し て → 3 かんそうして (<1 S) 22 13 d 

4 おし流されて→ 3 かんそうして ( 1 ) 

活かんそうして→ 4 おし流 されて ( 2 ) 1 .' 

4 おし流されて→ も おし流されて ( 2 ) 

(計) 49 2 8 

たとえば・〔何百四品 「かんそうして」から 「すい4xられてJに家的ゼ切R名についてみると，

そのうちの 2:1.ぽ，(/1;こで 1を選択している。つまり. r水持ちがよ く々いJのここでの怠味を， rふ

った雨水は，またたくまに地面にすい取られていく。」と受け収u ている。その結栄，設初は「かんそ

うしてJ・i.'入れていたにかかわらず・(U)の間組宏経過したために， ，-すし刈取られて」 をよしとするに金

ったものかと推測される。これ4と単なる縫浪jの域にとどまって.はんとうのことはよくわからないので

ある。 7名のうち他の 5名については， ζの調室主からはなぜ変わ4たのか，なんの根拠もつカモにとができ

ない。こうした乙とは，(Ijで他の遜択肢を選ひ{n固 で 「かんそうして」を送ん.ji_ものについても，同織

に. そψ雌由をはっきり惟滋lすること!J.idSl主主である。そういう点で9孟(J~nJ四と共に「かんそうしてJ
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23 3 

? 10 15 35 66 43 8 19 13 14 

をi選択した 43名について見ても，そO)[p.ト二三の選択のあとをたどヮてみると，必ずしもそれらの選

択カト質しておらず.なぜ「かんそうして」を選んでいるのか.はっきりわからない。その半数以上は，

本文への疋縫な単解の上に立ってこれを説択したとは言えないように，思われる。

この陪1凶本:-'とそある稜I文様くIili月半してその上で lーかんそうして」を選んでいると見られるものは，

43名のうち，恐らく .[刊ト二三の選択{r'それぞれ 1Rしもしくは 132を選択した 17名めものと

見なしてよいであろう。同絞ら(uト ニ三の問題を経過したために.そこから読みが深まり，他から

「かんそうしてJに移ったと見られるものは. i氷先してjから 「かんそうしてJに移った 9名のうち

(Pト二三で 13 1を泌んだ2名. iすい収られてj1.1'ら「かんそうして」に移った 8名のうち(nr二三
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を l3L. もしくは 13 2昔::'JI!iんだ 3名， この 5名 Cある。してみると. 目四で「かんそうしてJを選

択した61名のうち，ほんとうにtポD て.本火;め読みに義寸ナられて泌んでいると見なされるものは，

以上の 17名と 5名. 2 2名と考えてよさそうである。そしてまた. r蒸発して」を選んだ 16名，

「ずい取られて」を選んだ 19名のうち.(11]一二三を 13t. 132と選択している 10名は，この問

題本文の段解は相当しっかりしていると思うけれども，との部分の父脈のj濯鮮に 「蒸発してしまう」あ

るいは. rすい以られていく J (もしくは「水持ちがよくないJ)という言葉の印象が強く作崩した結

栄，こうした部分的誤りに陥ったものと考えられる。

以上， 識E封筒埴 EJニを中心に四にも触れながら，その応谷を分析してきたのであるが，との

「文脈の中の語句の意味を考えるJということは.単に部分的文脈の中で捉えるだけでなく .:X_賞金体

の大きな文脈の中に位置づけて語句を盤解するということが，極めて大切であることが知られる。この

ことは文筆の読解という点で極めて重姿なことで，読解指導上じゅうぶんに住恋しなければならない問

題である。

またこの分析途上たいへん同組だと思うことは.子どもの応答抗それぞれの設聞に場あたり的に反

応し.そのL心谷に-~・性がないことである。これは問題本父に対する自分の読みというものな縫立せず，

父主主の読みを土台としていないところからきていると忠われる。こう した読みの断片性や不安定性ある

いは直覚的思考傾向は，主義にOX.i¥i問主主にあらわれる特徴な現象ではなく，今日の国語学習の課題解決

的学習や筏能主義的学習によって形成された一つの傾向ではないかと，忠、われる。あるいは更に，とうし

た傾向は現代社会の，飛躍的な科学の先厳に基づく現代の一般的思考傾向だといえるかも知れない。 し

かしながら，言語というものは.そうした直覚されたものを，脈絡づけ文脈づけて表現し，文脈的に態

解するものであって，そとにこそ読解指導の本質的な使命があるといわねばならない。そうした窓味に

おいて読解指導は有機的統ーをもった文章の読みの育成に. じゅうぶん留;恋する止と吾妻があると忠う。

(2) 調査問題 巳こ]-

己〕 本文 分析問題巳主1本文参照 (ただし，冒顕数行における傍線及びアイクエオの記号は，誠

査問題にはない。}

この文章の中の@をつけた部分を読んでうける感じと して，いちばんよいのはどれですか。

l 子がにという小さな生きものの，かたちのおかしさ ( 1 2. 4 ) 

2 はさみをたえず動かしている寸こがにの，おちつきのなさ

3 小さいながらもいのちのit，る子がにの，いじらしさ

4 ビーズ玉のような小さな凶をもった子がにのふしぎさ

(2 1. 5 ) 

( 4 O. 4 ) [3 5. 2) (3 8. 2 J 
( 2 4. 9 ) 

(無答 0.9) 

)内 WI由1'1"県抽出1口校の応答分析結果による応答率。[ J内数値は，全県平均正答率。同じ〈太字は全国平

均正答率。

この拠金閥題ーは. rr育策をU7tみとる」ことがねらいとされている。そして8が止谷肢とされている。
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E二

この開題は「文脈の中の語句の息;味を考える」ことが.ねらいとされている。県抽出 10校の応答:分

析の結卦去を見ると. 20)選択肢「侮べへいこう。 Jへの反応がかなり高い。 (31. 9 %) .そこでその

原闘を考えてみると.第一κこの「海べへ。 Jとい うことばそ・ことの火訟の文僚の月Jに位置づけず

に， このことばだけを切り離してその念味を答えたのではないか。第二に.たとえこのことば:宏文脈の

中に位世づけて解した場合でも. i海べへ。」の主主;味は. r海べへいこう ?Jと闘きかえしたことばで

あり， ζ の2の選択肢をとっても.これを誤りとはいえないように忠われる。したがってこの2の選択

肢を選んだものがどんな気持ちでこれを選んでいるのか，その内容を吟味してみる必要がある。以上の

ような点から次の分続問題そ作ってみた。

「侮べへ。も う暗くなってしまったじゃないか.ふさ。 」
L!)' .:..._一一一ー町

この r Jの前後の文章をよく読んで. この「海ベヘ。 jということば治主 どのような滋味に使われ

ているか。つぎの中から，いちばんょいと忠うものを一つ選んで.その益:号をOでかこみなさい。

1 侮べへいってはいけない。 1 0 ( 1 3) 

2 海べへいこう。 1 9 (2 7 ) 

3 iIiiべへいきたいんだね。 2 1 (2 1 ) 

生 絹べへいく んだゥて。 4 9 ( 3 9 ) 

(熊谷)

O また，右の「梅べへ。 Jというととばは， どんな気持ちをあらわしているか。っき・の中からいちば

んよいと思うものを一つ選んで.ぞの番号ーをOでかこみなさい。

1 人をさそう気持ち 2 5 

2 ~窓外に思ってたずねようとする気持ち 4 2 

3 とめようとする気持ち 2 2 

4 向備する気持ち 1 1 

みの数値Ui'悶被験者が. 6 月調査開~実施の際の応答束である。

まず. i海べへJというととばだけを切り離してよ碕;しないように，ここの文立の中での意味として

答えるよう，間い1J>lナのことばを修正して出した。その結来は 2の応芸品が減って 4の応答;がふえた。予

想したように，謝査問組ではこのことばを火立から切り離して単独にその滋味を答えていたものが，か

なりあったものと准測される。とのl美の被験者が 6月調査問題に対して示した応谷と . ζ の修正された

分析問題の応答を対比してみると表 M のごと くである。

調査問題で 1および2に応答 したものが，その半ば近く 4 表

に移動した。ただ8の凶4各省はこのたびはかなり 1へ移効 14 

しているのが倒立つ。

次にそれぞれの選択の内谷を吟味すべく，その気持ちを

問うたOの閥嗣で，的問凶との闘速を}もると.多H5のご

とくである。['~)ニで 1 r侮べへいってはいけない。Jとい

!発足ミ

ド仁
4 

計

1 2 

5 3 

? 

6 5 

1 4 

10: 19 ! 

5 4 I無
答

計|

6 13 

61 12 27， 

10 2 21' 

41 'd 1 39 

21 49 100 

う選択肢は.気持ちとしては 3rとめようとする気持ち」に対応する。この気持ちはこの火立のこの場
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この{四トの払唱に関連して次の二つの間姐を行なってみた。

0 あなたがそのように感じたのは，この文章のどの部分ですか。左の醤号をOでかこみなさい。

(一つでもよいし.二つ以上でも よい。)

表

¥2 

ア

1 1 

イ

2 3 

ク

2 4 

.:z: *' (無答)

5 3 4 7 

[m}ーの選択との闘速で見ると表 12のどとくである。 (Pつでもこっtもよいとじもい制で計は1加をて£るol

(・ 下内航債は[Itql選択者宅ある。i)

任〈L
ア イ ウ コ二 ォー

むずむず ビーズ玉， なにかを 大きなは ぶるぶる 無答 計

是を 光って 見つめて さみ ふるわす

かたちのおかしさ
5 2 5 5 11 ( 

おちつき2のなさ
3 2 3 16 23 47(32)i 

5 
5 10 19 29 1 9 1 83 ( 49) 

いじらしさ

4 
? 2 5 2 16( 10) 

ヒ-ーヌ'玉，ふしきfさ

無 公Eヨ; 2 2 ( ♀) 

計 1 1 23 24 53 47 159(100) 

ζれを昆ると， 2 rはさみをたえず動かしている子治主この，おちつきのなさ」役選択していたものが，

エ.;t. (つづけて指摘しているもの8名いる)を指摘しているのは当然であり. 4 rビーズ玉のよう

な小さな国をもった子がにのふしぎさ」を選択していたものが，イを指摘しているのも.これまた当然

のとととうなづける。正答と見なされている 3r小さいながらもいのちのある小がにの，いじらしさ」

を選択していたものは，イクエオと分散しているカL 実際にどのような指摘を行なったかそ見ると.7!K_

のごとくである。

.:z; ( 8) .エ:t(8)，クエ (5).ク:t(5). :;t(4).ク(3 ) .イクエ (3).イ (2)• 

イェ(2) • イラ(2) .アエ-(2) • ア(1 ) • アク(1 ) • ア-*( 1) • イヱ方(1づ，ム(1 ) 

ク.エ，オに集中肢が高いのであるが，これらの部分をこの子どもたちがどのように読みとっていたか

は，次の問題の結栄からEもると，はなはだ疑問なのである。

O 右の 3小さいながらもいのちのある子がにの，いじらしさ の中の「い じらしさJということばの;蛍

味に.いちばん近いと思うのは.つぎの中のどれ刀、ーっ選んで.その議長去をOでかこみえEさい。

l 心細げな，いじけた，どことなく元気のないようす 1 4 

Z 意志、が強く， どこかどうじようなところのあるようす 4 5 

8 おさなくてかわいそうに見え，いたわってやりたいようす 2 8 

4 いきいきとして，あかるく元気なようす 1 3 
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調食問題ならびに(Jlートの正答肢と見られる 3の中の 「いじらしさ」ということばの意味を闘うてみた

のである。この正答;と昆られる 8を選択したものはわずかに 28名であゥた。語いの知識のないことが

痛感される。 2の選択肢が選択率の高いのは，おそらく「いじらしさ」というととばから「いじわる」

「いじっぱりJ等の語を連想したのではあるまいかa いまとの応答を何トの選択と関連させてみたのが

表13である。

いま(fトの正答肢と見なされる 3を選択した 49名について

見ると，その中. rいじらしさJという語今正当に受け取って

いたものはわずかに 12.名-e'他の 37名のものは全く 531]な意味

にとっていたのである。特にそのうち最も多い 21名のものは

[怠造、が強<.どこかどうじようなところのあるようす」とい

う，まさに反対の意味に受け取っていたわけである。もちろん.

これまでもしばしば見てきたように，子どもがこの問題をする

表

t3 

t(怪~

2 

3 

4 

無答

計

1 2 

4 

51 14 

81 21 

5 

1 

14 45 

5 4 言「

2 1 7 

10 3 32 

12 8 49 

5 10 

1 2 

28 13 100 

時に出前の問題とは全然関係なしに，ただ「いじらしさ」の意味として応答している者が大部分かと

思われるが. rいじらしさJというととばの埋解がそのようなものであるとするならば，この2世名の

ものは.本文の「なにかを見つめているように思われましたJ (前聞のク)のところには眼光;l:1ul々 とし

て前方をにらんでいる様子を感じていたのかも知れないし. rそんなちっちゃな子がにでも.からだに

ふにあ払なほどの.大きなはさみをもっているのです。 J (同じくエ). r子カ詰こはそのはさみす.~

るぶる.ふるわすように民たえず動かしているのでした。 J (同じくオ}のととろには，相手を威嚇し

ている姿を惣像していたのかも知れないと忠われる。こうなると謝査問題ならびにUl)"ーの選択肢8は正

答とは言えなくなってくる。はいについて言えば実は 49名ではなくその中の 12迄が正答者だったと

いうことになる。まit{1!l)-ーで2を選択した32名のゆ 14名はやはり「いじらしさ」を「意志が強心

どうじようなところのあるようす」と受け絞っているわけであるカL それ々ればこそ 3の選択肢を捨て

てZの選択肢 「はさみをたえず動かしている子がにの.おちつきのなさ」を選択したのだとも言える。

だとすれば，その七千がにの不安な気持ちに感情移入している点，前者の21名よりは遥かにとの文主主を

味わい腿解していたといっていい。とにかくとの溺査問題巳訂ーの正各率は '35.2となっている杭

との分析調査の結果から考えると，内容的には甚だおかしなものといわねばならない。

13)調査問極 1-1 ニ

ー この文章の中の(1降三与の意味に，ゅばん近いのはどれですか。

1 海べへいってはいけない 。(7. 1 ) 

2 梅べへいとう。

8 海べへいきたいんだね。

生 海べへいくんだって。

L...-巴ー孟二ご

(3 1. 9 ) 

(1 8. 6 ) 

C 4 1. 8) (3 8. 2 J ( 4 4. 5 J 
〈無答 0.6) 

c )内数僚は，県・抽出1'0絞の?応答f分析結果による応挙率。( )内鉄値比 i全県草均正容率。同・t;;<太字は詮国原均乏

答率。
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ところで，この@の部分だけを読んで. 3をiE3舎と限定しうるであろうか。ここぞ読んだ王寺，恐らく子

どもは，ピース'玉みたいな小さなこつの白や.からだにふにあいな大きなはさみに，生き生きした感興

を覚えながら読んだこと と I~う。そうして読み進む中に.この物語全体の気持ちゃ構怨の中に.子がに

のこの場面の僚子がおる主主;味をもっ て心の中に把握される。その時始めて 3の主主択肢が意味をもってく

る。したがってοの部分を読みのどの段階でおさえるかによって.おのずから答えがき主わっ吃くると忠

われる。調査問題では，本文の前に.一括して. rつぎの父主主壱ナ読んで.あとのーから五までの聞いに

答えなさい。」とあるから.とのーの問題はこの物語全体を読み終えた段階で@の部分からどのような

感じを受けるかを闘うているものと思われる。しかしとの点が子どもには明絡に受けとれず.直接@の

部分だけから応答しているものが多分に含まれていると忠われる。そとで分析問悩では，文章全体の中

にこの部分を位量づけて読みとるように，次のよ う応，設間の問いかけのζ とばを少しく修正して，も

う一度向じ選択肢で行なってみた。

( BIJ 

ー この文賞金体安読んで.(Q>なつけた氏自分に.あなたはどのようなととをいちばん強〈感じますか。つぎ

のEドから一つ選んで，その番号をOでかとみなさい。

l 子がにという小さな生きものの.かたちのおかし~ 7 (18) 

2 はさみをたえず動かしている子治通この.おちつきのなさ 32 (23) 

3 小さいながらもいのちのある子がにの，いじらしさ 49 (39) 

4 ピーズ玉のような小さな凶をもった子がにのふしぎさ 10. (19) 

熊谷 2 ( 1) 

)内数値は， 同被験者が6月諮査問題実施の際の応答率である。

その数値に表われたところ宏見ると.子がにの~積への尉心を表わしたし 4 の選択が減って. 子が

にの状態を主とした.多分に心情的捉え方をしている選択肢 2. 3の選択が噌している。これはこの分

析問題の窓図からいって，予想通りの給撲を干得たわけで

ある。いま被験者の6月に行なった剥食問題の応答との 表 認と
移動を見てみると.表 uのごとくで，調査問題で 1. '~l 5 61 81 1 

也を選んだものは約その 7寄jが選択絞2と 8へ移動して
2 5 71 11 2 23 

いる。また調査問題で 2を選択したものは 8へ. 3を
5 12 23 2 1 5守

4 6 7 5 1 19 
選択したものは 2へ移動したものが5i到ないし5剖ある

無答 1 

のである。このように移動の著しいことは一面巨ヨで 計 7 1 32 49 

も庖べたように読みの不安定性によるところがあると忠

われるが，とに刃ベ選択絞包と 8の選択が 62名から 81名に 20%近く増したことは，聞いかけのこ

とばの修正によるものと見てよいであろう。

- 32ー



ー商での気持ちとしては.

「もう，暗くなってしま

ったじゃないか，ふき。 」

ということばに続くこと

ばとして，このととばを

強〈受け取った解釈とい

える。全体では 22名と

いうかなりの反応を見た。

表

吐1).

[弘三----------えさら

~ーで、ってt川なじで 1 

2 いと つ 12 

5 いきたいんだね 6 

4 いくんだって d 

無 答

計 2S 

2 3 4 
計

たずねる とめる 同情する

5 5 10 

1 4 2 19 

8 1 6 21 

29 1 2 2 49 

1 1 

42 22 __L__!生 100 

( 11ニで 1を選んだ 10名については，その半数5名がこれを選択している。)次に問題の 2r海ベベ

いこう。」は気持ちとしては「人をさそう気持ち」に対応する。 19名のうち 12名までこれ守選択し

ている。全体としては 25名あるが，これは「海べへいこう Jということばを，どこまでも誇としての

意味と気持ちとして応答したものと言えよ九[l1}二で 3や4を選択しているものが，それぞれ6名もこ

れ宏選んでいるが，これらは，おそら¥・前の選択とは無関係にこの問題で反応したものと思われる。

(D)ニ 3r海ぺへいきたい，{，だね」に対応するものはも「同情する気持ち」であるカi， ][二で8を選択し

たものはし 2.告へ分散した。この「海ぺへいきたいんだね。」という把援は，この場面としてはや

や出l~J:lI!でめろう。もーとも「梅ぺへ。」という表現の中にこうした気持ちを受取ることは，必ずしも不

ωJ能という択ではない。〔町二也「海べへいくんだ引て」これに対応するのは 2f意外に思q てたずねよ

うとする気持ち」であり. 4 9名のうち29名がζれを選択している。会休としても 42名がこれを選

択している。

(TI)ニの4の応答者(調査問題で正答;段"とされるもの)4 9名のうち. 2 9名のものが調査問題の趣旨

にそった正解者といえよう。 しかし，その他のものも，ニュアンスの違いこそあれ，必ずしも誤答と言

い切っていいかどうかは問題である。 2r海べへいこう。」を選んだものも. r海べへいこう?Jと

解したとすれば，必ずしも「侮べへ」の諮いを父脈から離れてのみ解したとは言えない点もあり. 1 

「海べへいってはいけない。」にしても. r海べへいきたいんだね。」にしても.全然否定し去ること

はできないように息われる。おそらく子どもたちがとの場面に描いた父親のイメージによって(それは

多分に子どもの体験している父親のイメージによるであろう。)もたらされる違いて・はないかと思われ

る。そしてそれは，実際にこの;f海べへ。」を発言する持の語調の違い守もたらすであろうと思われるε

(4) 調査問題C:J四

四 との文章の中の'(3)Cおとうちゃん。 Jr料、。」 一… υ ・・…・かたりあいまし色山父と子のどんな気

持ちがあらわれていますか。

I 子がにを海へはなしてやって満足した気持ち" ( 6 5. 0) [5 6. 7) [5 8 0 ] 

2 子がにを海へはなしたあとのきびしい気持ち (2 1. 2) 

3 裁のもとにかえった子がにをうらやむ気持ち ( 虫9) 

生 子がにを侮へはなしたのをざんねんに思う気持ち ( 3. 4 ) 

(無答 0.6 ) 
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)内数値は，県拍出10校ω応答分析結果による応答率。( ー 〕内数値は全県平崎正答率。周じtぷ茅は企菌来毎-ili

答率。

この同題は. r心情を読みとる」ことをねらいとしている。との問題は， この文章の終末部分での父

と子の気持ちを問うたものであり，この文重量全体の読み，特にその作品主題に迫る問題を含んでいる。

こうした点からその選択肢を見ると. 3. 4は，明らかに誤答と見なされようが. 1と2はともにこの

場面の気持ちとして含まれている気持ちであると忠、われる。ただ父と 子の気持ちとして父子をーまとめ

にしてその気持ちを指摘させてる点で 1を正当としているのであろうが. i子治通こを海へはなしてやっ

て満足した気持ちJというのでは，この場面の気持ちとしていかにも大まかな捉え方であり.その「満

足した気持ちJといっている内谷を，さらに「心情を読みとる」という立場から吟味したのが次の分析

問題である。

まず調査問題をそのままもう一度行ない，次にふさのことばと父のことばを手治:かりに，その時の父

子の気持ちをそれぞれにきいてみて，それらの闘速を考えてみたのである。

(iJ)三 この文主主の中の 「おとうちゃん。 Jrおいロ J...・H ・..……かたりあいました。に.父と子のどん
:l?J 

な気持ちがあらわれていますか。 つぎの中から，いちばんよいと思うものを一つ選んで，その醤号を

Oでかこみなさい。

l 子がにを侮へはなしてやって満足した気持ち

2 子がにを海へはなしたあとのきびしい気持ち

3 親のもとにかえった子がにをうらやむ気持ち

4 子がにを海へはなしたのをざんねんに思う気持ち

無答

i( )内鋭敏は;， ;JPJ被験者~~ 8，丹羽主主問題支i砲竺際φ応iA・率である

6月の調査とこのI支の調査の結巣の関連を見ると表 表

16のごとく 1→ 2への移動と 2→ 1への移動が目立 l6 

っ、このととはこの Iと2の選択肢にどうちとも片付

けがたいものがあ vたのでないかとも思われる。結果

的には. 1がやや減少し 2がややふえたことになる。

( jV) 本文をもう一度読んでから・つぎの聞いに答えなさい。

56  (62) 

33 (28) 

8 ( 8) 

2 ( 2) 

減ミ 1 2 

46 13 

2 91 14 

5 ヰ

4 2 

計 56 33 

5 4 無 計
25 

2 1 62 

5 2 28 

5 8 

2 

8 2 1 1 10日

一 この文章のおわりの部分で. rかに.海へ.はなしてやったよ。」といったとき，ふさは，どんな

気持ちだったでし ょうか。っき'の中から .いちばんょいと，Eiうものを一つ選んで.その挙号・a-Oでか

こみなさい。

1 子がiこを侮へはなしてやったことに満足している 2 7 

2 子がにを海へはなしたあとのきびしさをあじわっている 2 9 
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3 親のもとにかえった子がに?うらやんでいる。 3

也 親のもとへかえる子がにのしあわせを思いやっている 4 1 

ー 「ああ，よかったね。」といったとき，父親は，どんな気持ちだったでし工うか。つぎの中から，い

ちばんょいと思うものを一つ選んで.その番号をOでかこみなさし、。

l 暗い侮岸で無事に子がにを梅へはなしてやったのを見て安心した気持ち 3 0 

2 ーぴきの子がにの命を救ってやった子どものおこないを喜んでいる気持ち 4 2 

3 子がにを海へはなしてやった子どもの気持ちをいっくしんでいる気持ち 1 6 

晶 子がにす海へはなしたあとのさびしさをまぎらわそうとする気持ち 1 2 

いま・(IJ)三の応答者がWーでどのような応答ーをしているかを見ると，表 17のごとくである。

cn三で 1r子がにを海へはなしてやって満足した気持ち」を

滋択した 56名について見ると .[Nト では.その25名が l 
表 はと 1 2 5 4 

25 1日 21 

2 15 1 16 

5 3 1 5 

4 

無答 1 

「子がにを海へはなしてやったことに満足している。」を選ん

でいるが. 2 r子がにを海へはなしたあとのきびしさをあじわ

っている。」に 10名. 4. r親のもとへかえる子がにのしあわ

せを思いやっている。 Jに21名選択している。 E三で父と子

の気持ちとしてーからげに「子がにを海へはなしてやって満足

した気持ちJとして捉えたものも，ふさの気持ちと して問 うて

計 27 zy 31 41 

計

もι

33 

8 

2 

1∞ 

見るとこのように別れてくるのである。そしてそこにはそれぞれの心情の読み取りのニュアンスの途い

が見られるのである。〔皿戸で 2r子がにを海へはなしたあとのきびしい気持ち」として捉えたものも，

mーでは 2と告に約半数ずつ別れている。全体としては， も「親のもとへかえる子がにのしあわせを思

いやっている。 Jが最も多く. 2 rきびしさをあじわっているJ. 1 r満足している」のj頃になってい

る。この場合のふきの気持ちとしてはこの三つの気持ちがともに入り混っていたと息われるカ弘治えて

いうならばその度合はまさにこの数値に昆られるような割合であろうと思われる。

次に， (n)三の応答者がIVニでどのような応答をしているかを

見ると.表 18.のごとくである。 表 時!長 1 2 3 4 

こo.:r]'/}この問題は，選択肢し 2. 3の聞にやや弁別性が乏 18 18 26 6 6 56 

しく，また特に 8の選択肢の中の「いつくしむJということばが

子lどもに身近かなととばでないため，明確な結栄が必ずしも出

2 7 I 11 ? 6 35 

5 5 4 8 

4 2 2 
ていないようであるが，その読み絞りのニュアンスの違いはそ

無答

こに見られると忠う。 計 30 42 I 16 12 100 

〔日〕三で. 1 r子がにを海へはなしてやって満足 した気持ち」

を選んだもの 56名について見ると.IJV)こでは. 2 rーびきの子がにの命を救ってやった子どものおと

ないを喜んでいる気持ちJを選択し・ごいるのが26名で約半数である。 次に多いのが 1r暗い海岸で無

明こ子がにを梅へはなしてやったのを見て安心した気持ちJの 18名である。この 1の選択肢は子ど

もが無項であったので安心したと併するものと，子治詰こを無事に海に帰してやれて安心したと解するも
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のとが含まれている。(笑は.後』こ自由記述て-:， ~とがどのよ うな気持ちでこのこ と ばを言ったのかを，

別な被験者で調食したところでは，前者のよ うに栄け取れる必答はごく少なく ，後者のよフに受け取れ

る応谷がかな りの数見られた。 E全体0)2 2'%、)3 I子がにを海へはなしてやった子どもの気持ちをい

っくしんでいる気持ち」と告「子がにを侮へはなしたあとのきびしさをまぎらわそうとする気持ちJは

それぞれ6名である。この 3.告の選択肢は，ともに子どもの気持に対する父親のいたわりの気持を内

主主としているもので，心情の読み取りとしてはある深さをもったものであるが，この選択はわりに少な

いのである。

次に.(rr戸で. 2 I子がにを熔へはなしたあとのさびしい気持ち」を選択した33名について見ると，

前述の 56名の選択傾向とは異なり J 4つの選択肢に分散している。 特に 3I子どもの気持ちをいつく

しんでいる気持ちJの選択が相当に多い (9名)ことが目立っている。

この「ああ，よかったね。」という父般のことばは. Iかに， 絡へはなしてやったよ。」というふき

のことばを受けて.その行為を是認しねぎらう主主を表出したもので，ふきの気持ちへの同感といたわり

ともいうべき父鋭の鋭い変情に充ちたことばである。したがって，選択肢2の「子どものおこないを喜

んでいる気持ち」というのは. Iああ.よかったJという.ことばの態味上の読み取りに基づいた，ご

く素朴単純な読み取りであって.内谷的にこの場面の心情を傑く 読み取るならば. 3の選択肢「子がに

をど海へはなしてやった子どもの気持ちないつくしんでいる気持ち」を中心に. 1. 2. 4の;必択t互の気

持ちもそこに入り混っているのがこの持の父の気持ちと解していいであろう。ただそのうち也の感じ方

は情緒的傾向が強<. 2の受け以り方は. さきに触れたように，やや表面的組知的倣1却の鈴みだと言え

よ号。

。いま.(N)ー判的二の闘連を見ると・表 Ulのごとくである。 設

さて，このfJY)-と二の組み合せについて.内容的に考えると・

次のように総別することができるかと思う。もちろんこれは

筆者の主観によって類別するので，逢った見解もあると忠う

が，おおよその傾向はでていると言えるであろう。( )内

数値は人数。

19 

a.心情的読み取りの傑いもの

b.心情的読み取りの一応できているもの

C. 情緒性の強い読み

d. ~主知的傾向の読み

e ふさのことばと父のことばの受け収り方に.
'ややチグハグな感のあるもの

f.矛盾した誤れる読み

_36-

((i時刊にj

4-3 ( 8) 

1-1 ( 8) 

2-4 ( 9) 

1-2 (15) 

1-3 ( 4) 

3-1 ( 1) 

5 

4 181 8 

計 42 

[IV}司 [IV}ニ) [IV}-C町二〕

2-3 ( 3) 

4-1 (12) 4-2 (18) 

4-4 ( 3) 

2-1 ( 9) 2-2 ( 8) 

3-2 ( 1) 3-3 ( 1) 



.;;0 

次にこれを(I!)=:の選択に対応させると表 20のごとくである。

W 111 ..:= 'lli 

2 5 4 i無答. 
4-3 5 4 

a.心情的読み取りの深いもの 2一五 5 

b.心情的読み取りの一応できているもの
1 -1 
4-1 

8 
ι 5 

4 -2 1 1 5 18 

c.情緒性の強い読み
2 -4 5 4 

3?1 l ・124-4 2 

d. .E.!五知的傾向の読み 1-2 14 15 

ふきのととばと父のことばの受け政り
1-3 5 

e・方にTグハグな感のあるもの 2- 1 4 2 2 
2-2 6 

3-1 
f， 矛盾した誤れる読み'ーパ み 3-2 1} 3 

3 -3 1 

56 2 1 100 

この表で見ると.(liIJ三で lを選択したもの必ずしも心情的読み取りが深いとはいえないので，むしろ

2を選択じたものに心情的読み取りの深いものが相当数あるととが知られる。とうした点から見て.鑑

査問題杭 「心情ーを読み取る」ことをねらいとしながら.その処単に当って選択肢 lを正答とし，した

がって選択肢2を誤答と見なすのはどういうものであろうか。(選択肢 3. 岳は明らかに誤答と見なし

てよいであろう。 )本来こうした心情を読み似るというようなことは，正しいか誤りかというような立

場で評価さるべきでなく，深いか浅いかを問題にすべきである。とのような問題に一つだけの正答を設

けることはおかしいことであると思う。かりにその正答肢が一般妥当性をもったものであるにしても，

内容的に見てゆくと，そとには心情の読み取りの深浅各僚の段階が含まれていることが，以上の分析調

査からも.わかるのである。文章読解において心情の読み取りや品噛にするならば，まさにそうした心

情の読み取りの深浅をこそ問題にすべきであると忠げ。そしてそれは一つを正答と L他を誤答であると

見なすような評価のL方では評価Li与ない問題ではないかと私は思うのである。
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中学校才 3学年2. 

5 仁工」調査問組(1) 

(ただ L.各段蕗の冒頭に仮初から順次ω@@c!:を泡①の記号が分析間凶 (I)本文芸芸胤

a付ーしてある。

この文京の全体 (①から①まで)を，

本Xロコ

四つに分けるとすればI l欠のどれがよ蕊味のうえから考えて，

(3 5.4J . 、l
J

'
0
 

• 円

4
2
J
 

rz
EE、

( 3 5.5) 

7. 1 ) 

( 3 O. 2 ) 

( 1 5.4) 

し、刀、

E亙!と巴亙!と 口恕鐙lと岡

市]と区亙jと区切と「瓦亙)@(7)1

[亙 |と[.@[).1と良翠麗!と巴;ZTJ
区室~J と ロ霊~I と直恵!と区豆l

[亙盛!と度!と堕!と直亙|

5 

ア

イ

4ク

エ
(1 1. 3 ) ;t 

J内数値は，全県平均正答唱。 |司Lく太字は全国平担、( ) /IJ数怖は， Y~， lil/仙 1 0 佼ω応答分析結5院に よ る応答率。 (

正答率。

「文章の構成主t読み取る刀Jが出題のねらいと されている。ここではこの文章が 4

段落ι切られている。そしてそのいろいろな切り方を比較検討Lてその最も妥当なものを選ぶというj巴

の出自になっている。いまその選択li*:そ見ると，との文章の結びの⑦の段務を独立させていないもの

この剥注目5j題は，

;t) iJ;よくない ζ とは-3(イ，があるいは一統きのまとまりである④信河訟を分断しているもの(ヱ・

アとクがと もに 30%を超しており. アとクのし、ずれを選ぶかに問題

があるように忠われる。この二つの選択肢・を比べて見ると.@の段l記事を)II]iこ付けるか後に付けるかの違

いである。との@の段起をとの文訟でどう位置r 刃ナるかといヨことは主主諭のあるととろであろうと 皆、わ

ぐわかる。応答結栄から見ると.

ここまでをこの文裁の本論に入る前の序設と凡ることもできょう Qれる。すなわち，①@@を続けて，

また. .@@)⑥⑥と続けてーかたまりと見ることもできょう。この方がわかり易いと忠ヨが. ただこの場

合には②段が文主主構成上ややあいまいにならぎるを併ない。ほんとうのことを言うと.この文主主は， ①

段で7 ーブノレ=アーチが議論の花が自由に咲き競う場所であるとと宣言い，②段でさらにその僚子を説明

Lている。そして@段で1)②段を受けて特に①段の終りの「一…・はんとうのa主主味での「言論の自由」の

尊さを味わいえた。 Jということばを受けて r.ー一段諭としてよりも体験として縫認Lえたのである。 J

Lかも一方， 三つの条件を俄話!Lえたと Lて， 次の@@@l立な呼ぴ起と結んでいるのである。そして，

後段への自主闘の冒頭をなしすものと々っている。つまりとの①段は前段そ受けてこれを結ぶと同時に，

区立蜜iとまとまれば

これではこの文本全体を 3段4こ切ることにt.rるので 4段切れにはなら

包澄!と固と包亙璽]と区立という切り万が考えられてよいと忠うのだが.

ごーれはJtt'.J:I~以と し ては出てい生い。結局ここにある選択以・のq_1ではアを妥当とするととになるであろう。

問題ているのである。文章をただ単凶l的に段落に切ったのでは説明 Lにくいところである。ところで，

とれはよくないと説、う。のクの緩択はは白〕と区翠芝日となっているので.

fliJ必のごとく成立すると¥l;tうカL

ないことになる。

そこにチどこの火:訟をなまでぶつけて，こうした段洛切り ・をE選択ばで1討lうので念<. 

- 38ー

~て . そこで，



もたちが.どのような段泊客;段、訟をもつか.自由に段泌を切らせて凡たのが次の4)-.f;万!日，11越であお。

〔リ 次0)父品.0)全14:を応%の上からr考えて.い くつか4二分けるとすれは.あなたはどこで分けます・)]" 

表

2l 

分けようと忠うところに，それぞれ しをつけとEさい。

本文 (省略)

応答0)結栄吾「・謁企聞紙の段落記号』こ合わせて盤ょ却すると，次のどとくである。(分析的問舶の本文

には庇絡は弱jft問題どおり分けてあるが，①から⑦までの記号は付してない。)これにl両被験者の 6月

謝~t実施の際の選択を対比させて付記し一覧表にした。

一一一一一
分けた 笑i療の分け方(( )の記号は該当する抱査 左の分け方をしたもの叫山|
段 数 題における選択。( ) I有数値
(人数) 問題選択肢) は人数

2 段
( 2 ) E豆亙lとf1昌也(E活疋Jl 2 イ(1 ) .ェ (1 ) 

巳豆互!と l悦 JCr@|と市| 10 ア(4 ) . イ(主 J ・ク(4 ) 

「J)l2X3)1と |(主@〕Qi)"1と「てETl 2 ア(1 ) .ォ(1 ) 

G!XJII と r@X~J~jj と巴豆互l 2 ク (2) 

3 段 「否認訊と医亙Iと区豆互l イ(1 ) 

GDlと!豆豆訂とf14..I[{iめの1 ;t ( 1 ) 

( 1 8 ) ロIJと区亙lとmXL@也J:i)l ア(1 ) 

ほ)1と 1(:2迎込⑤|と区豆互! 1 イ(1 ) 

1 j)1 と区互|と! (;l;~.β冶〉 | と r (7) 1 〔ァ〕 23 ア(1 3 ) イ (1 )・ク(刊|

ロ豆Dーと 1(3) I と r(!厄X~ と区互1 3 ク(3 ) 

4 段 f亙)と l鑑主主lと固と図 3 イ(1 ) .ク(1 ) .オ(1 ) 

1:::J21と度亙Eとほ蕊窃1"1と区豆1 〔ク〕 2 ク(1 ) .ェ(1 ) 

( 3 4 ) ロエ豆]と区認訂と区立到 と 回 〔ェ〕 オ(1 ) 

1 :1)(2.X3~ と区むと区切 と区亙7Jl 〔万〕 イ (1 ) 

直]と rwlと 直 面 と [ 加ml ア(1 ) 

巳互!とlill_1と I@Iと m怠XQ)lとIeZJI 6 ア (1) .イ (1) .ク(2人ェ (2) 

5 段 巳亙lと 1C?Xilと 1@1と(亙!と回 4 ア(3) .オ(1 ) 

( 1 7) l ~'C1m1 と区二i と区ill と区亙1 と区司 4 ア(2 ) ，ク (1)，;t(1) 

固 と mxmと固と殴〕と題担 5 ア(2) ，ヱ(1 ) 

R;Iと喧!と I(3{4<0と固と区切と悶 5 ア(1).イ (1).ク(2)，ェ(1)
6 段

rJ)(?I.1とr@1と区JとIN!と医TIと尽否| 4 ェ (2 ) .オ(2 ) 
( 1 0 ) 

〔砲と陵|と堕lと区 亙!と堕lと堕! 1 ク(1 ) 
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7 段
( 1 6 ) 

固と悶と固と図と固と固と図 16 ア(5) ，ク(ヂ)，オ (4) 

総答または無意味 3 ヱ(2) ，無答(1 ) 

計 100 
ア(34)イ(10)ク(33)エ(10)
オ(12)無答(1 ) 

自由に段落を切らせた結巣は，全体を4段に分けたものが最も多しかっ.謝査問題の選択肢アにあ

たる分け方言どしたものがいちばん室長かった。(2ミ名)次に多いのがCm:Jと区認忍認亙lと@J

の5段に分けたもの(1 0名)で.この二つはほぼl笥鍛の段落意識と見なしてよいであろう。この他で，

かなりはっきりした段落意識をもゥて分けたと考えられるのは. 区立盃盈jと区恋霊室日とITiIlの 5

段切(2名)と， [亙亙jと区IDと IE豆亙Dと区却の4段切 (3名)である。あるいはさ らに，

区立!と巴固と巴盛夏!と固 (2名)と，固と区罰と CNJ と~麹と図
( 6名)を加えてよいかも知れない。以上の 46名のものが.一応それぞれ段落意識をもって応答して

いると考えられる。

調査R摘のアの選択肢は，前述したように.このたびも最も多数のもの料子なったわけ方である杭

6月調査でアを選択した 34名についてみると，そのうち. 1.3名が今回もとの分け方をしているc

調査問題でアに匹敵する選択率をもっていたクの選択肢に該当する分け方はこのたびは 2名あったのみ

である。イの選択肢は消え.エヨ"1こ該当する分け方が 1名ずつあった。これでみると謝査問題でアの選

択肢はきわめて有力な選択肢であったと忠われるのであるが，案外に応答率カ砥かったのは，選択肢法

のもたらした惑わしによるものではないかと忠九しかしながらそこにはやはり⑮島初跡、について

の疑問からアをしりぞけてクを選んだであろうと惟測されるもの.つまり，は唖きりした段落意識をも

って内選 択Lたであろうと恩われるものも確かU 、るのである。それは，この分析問題で， 震習

と i習と匡彊iと 固というが坊をした 3名は・いずれも雌問題でけを選択したもので

あるごとから，想像される。

この③設の政いについて， この分析問題の調査の結巣では，この部分だけ民主り出してみると次のよう

になっている。

段落切 人数
左のものの請書査問題における選択
ア イ タ Z二 オ 無答

② J @ @  51 23 6 18 2 2 

@ @ j ④ 15 5 2 2 2 4 

② J @ j @ 14 6 4 2 

その他c.W@@， 7段切，無答等) 20 5 7 2 4 

(100) (34) (10) (33) (10) (12) (1) 
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ー これではると・ @O)>~必あ@段の方へ続けてゆくものが半数をこ L ており.前に続け・ も L くは独

立させている恥ω29名である。そして謁査問越における応答状況そおべてみると.その①段の扱いは.

6月iJ:，:企0)場合とは必ずLも一致しない。 ア (@J@@)と ;t(C?.xIDJ :@)の選択者は，今回もそのよ

うに分けているものが多いが.他はむLろ逆になっている。(たとえばクは:A@Jo-である品今回は

そうした分け方そしたものよりも，②JI@窃と分けているものの方がはるかに多い。

また前にあげた一応の段高島忠訟をもって分けたと見られる 6つの分け方にはいる 46名のものについ

てその調査開勉における選択を調べて見ると.次のような人数になっているロ

ア......1 9 イ・…・・ 4 ク・・….1 9 ~・…・ ・ 3 オ・・…・ 1

以上のようなことから宥えると，全函学力説室Eと今回の謝査には 5カ月が経過Lているので，その印

I})子どもの文論説解力の相主主というととも一応考慮する必製があるし.あるいは.IJ母校の部でも触れ

たように.子どもの読みの不安定性ということも.大きく作用しているとは忠われるが，もっと本質的

に.こうした隙題における選択肢法と自由記述法は.相当異なった給栄が出るというととカL はほ縫実

に言えるのて・ないかと忠われるのである。 ~ft問題は「父の織見立を読み取る力」をねらいとしているの

であるが.この選択肢法からは.3にの構成を知的に考える力は見ることができても.自ら文章を読んで.

その火元Eの構成宮読み収ってゆく 1)は見ることができ々いのである。その点，自由記必によった場合，

選択肢法よりもいくらかでもそれに近いものが出てきていると思うのである。この場合，謝蛍貯題にお

けるような必択肢法と分析問題における自由言改Eによる結柴の述いは.むしろそこに昆られる「文の総

成を読み以る力」の側面の違いであるとい守ていいかも知れないのである。

さらに言うならば.火:の構成というものを，単に段落を切らせることによって読み取り得たとするこ

とは問題であゥて. もちろん，段落を切るととによって，その重要な契機を把握し得るものではあるが，

火設の展li/'Jはむしろ力動的に進むものであって.その力動的な総想の展開を読み取るととがたいせつな

問題である。単にx:訟を三区高反的に切断して-xの織成を鹿島平しようとすることは，文章というものの本質

的な埋解には巡LI{:}.ないと忠われる。さきに@段の鋭いについて極々述べたのは，そこに文主主読解指導

上のきわめて大きな問題があるととを借摘したかったからである。

(2) 調査 問 組仁訂 11 1. 2 

" 1 次の⑪.@. (e). @. (e)もどんな蝋に続けたら，全体と Lて;意味のまとまった一つづきの文t:i;

になるでし ιうか。谷えは.アから;tまでのは」から，放も適当なものを一つ緩んで.解答用紙のその記号

をOで閥みなさい。

@放味が尖化した桜島前の糾よりいu そう広い献になることがあるパ少もと，ぶという土地

から践する陶器をさした「樹戸物」が.やがて，陶器一般の名物:となったのは，この伊lである。 、z:(，
さ

⑤たとえば. rながく」が「しばらく」からの影仔によ って「ながらく」となり. r殴る」が「裂く」

からのi;t?l平によって「やぶ<Jとなったりする。

@単語のJ診は.H寺の移るにつれて変化するととがある。との中には.J診や意味の似かよヮた他の単語か

らの断れこよって.変化するものがある。必t.

⑪ ぶ昧が狭くなることもある。えらー衣服一般の.段、味であ uた「ころもが.僧衣のことになったのが.と
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'れであるパザ

@;息味も .持とともに盆化するものがある。

ア ⑪. (@. ((D. (6). (e)の順

イ @. (5). (e). (e). @)の順

ク (e). (1)). (e). ro. @)の順
エ @ . @. @. @). @の糊

~ @. (0). ⑪. ~. 。の順

( 5.3) 

(呪 1) 

( 5 2. 4) [ 4 2. 7) (4 6.6 J 

(19.9) 

( 1 1. 8 ) 

(縦答 1. 5 ) 

2 次の3とを. 1から〉の(l)から(5)までの中のどこかに入れるとすれば.どとがよいでし 4 うか。答えは，

アからオまでの中から.段も適当なものを一つ選んで.解答刷紙のその記号をOで囲みなさい。

「花見」の「花」のように. r花Jが桜にl繰ゥて用いられたりするのも.この伊lである。

ア 大少 イ
仲

v ク ~ % "tレ オ ゆ

(2 7. 7) (30.L) 

)内数鎚は，県抽出1.0絞の応答分桁結果による応答率。( )内政他ぬ全県平均正答率。同じ〈太字は全面平均正

答率。 (2については県抽出10絞の応答分析が待なわれていない)

との蜘t託制組;11 1から鮮鋭したし、。この問題は. r文f;f;を組み立てる JJJ が出~のねらいとされてい

る。

いま実際にとの問題を解く手j偵を~えてみた川まず. @がゴジ Y クになっているので.これを中心

に考えることになる。すなわち. との選択肢を見て，被験者はまず@:6).@渇.~ゆとの三つの篠続

を比較験討し.@胞の後続が殺も妥当なことを見出す。そこで選択以ークとヱが残ることになる。次にこ

のクとエを見ると.倒泌まで同じなので.とれに続く伍淘と信治との使絞を考え.@経過の方がよい

ζ とを判断する。そこでク;o，.tE答として選ばれてくる。ところでとの前段では@の「たとえばJという

例示の内谷が.@. @. @のいずれの具体例になっているかを読み収るととによって選択され，後段で

は⑬の「滋味が狭くなるとともある。 Jの「も」の助詞のはたらきに注目することから，信販渇という

接続が.tEしいものと判断されるととになる。したがって.この問題は i:>と設を組み立てる刀Jといって

も.実は':>0訟の接続における ①説明と事例の対応，②「も」という助詞の使仰が.問題の中心になっ

ているのである。とのような.説明と事例の対応とか，助詞「も」の使い万というようなととが.:x.窓

を組み立てる上に.その要素的な学力の一部であることは認めるにしても.とのような同組の出し方.

いわば乱丁を正す操作のような陪飽場創で飲うことが.はたして「火以宏組み立てる刀」を比るにふさ

わしいであろうか。本来文章は横木細工を組み立てるようなものではなく .，思の桜聞に従ってj順次発腿

的に量J:iみn:てられてゆくものである。こうした火説を組み立ててゆく刀動的な作文刀は，この也市吾では

見ることができない。 ζの問題は，文単説鮮における説明と4ゆjの闘i糸.助詞「もJの側目についての

単なる知的桜鮮の出組に終わっている。
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そこで，分析的問組で出各選択肢ーの記号で表わされているものを一続きの文章に裂き 下し.これを

読むととによ勺て惣の俊樹の最も自然なものを発見することができるかどうかを刷題とした。文京の組

み立てには，銀の自然の展開が必主さであり.惣の展闘に違和感を覚えるような場合には，文章としてそ

こに問題があることをぬ凡できなければならない。このような説騨力が実は文訟を組み立ててゆく作文

力と表裟一体のものと考えられるからである。こうした出題の給栄と.調査問題の結栄を比べてみたい

と考えた。そとでまず第一に.JJoli笠間越をそっくりそのまま今邑iも行なってみた(分析的問題 Hー )そ

の結呆は，応答部分だけ記すと次のごとくである。

ア (a).(6).. @. ~め .(ê)の}I民 2 9 ) 

-1 (O.). (b)・@.(e).⑪の11民 2 5 ) 

ク ぬ .(1ゆ・ @."Q江()'.⑪のfl]l.-l 6 7 ( 3 7) 

エ ③， (1ゆ，・⑤.め.⑤の順 1 3 ( 2 8) 

;t め， ro・め.め.(e)の順 1 6 ( 1 8) 

J内f(依は，同一被験者の6月実施の翻夜間越におけるJt-答である。

同一被験者の 6月実施の際のと比較してみると，表 23のごと〈である。

今回の搬をでは正答率がたいへん高く . 6月の銀資でかな

りの分散度をもヮていたのが，この肢はクに集中している。 表

これはおそらく 調査開制では，こ の間間が全開胞の終りに出 23 

てくるため.心身の疲労も加わって，こうしたややとしい間

題を考えることがじゅうぶんできなかヮたのではないかと忠

われる。このたびは同じ問題内谷でありながら，時i制的にゆ

っくり考えるととができたので，正答率がか〈も上昇したの

でないかと思われる。こうした錯雑した.忠考の緊張の持続

を要する問題は心身の疲労肢と笛綾な関係のあることを考慮

に入れる必婆があると思われる。

|\謝(~
ア

イ

ウ

二L

オ

無答

計

ウ 子i方
計

d 2 ? 

5 5 

1 1 26 4 5 37 

.1 22 5 28 

11 2 5 18 

1 5 

2 2 67 13 16 100 

次に前述した分析的問題を記す。この暫き下しの問題は，アイクエ;t全部について行なヮては量があ

まりに多く読み疲れのため正当な反応の出ないおそれがあるので，県抽出 10か校の応答分析で応答の

多〈見られたクエ才について行こなった。

l~ド 左のア イ クは
です。いま ζ の三つを説み くらぺたとき，金体として悲味のま とま V た一つづきの3文と主掌主として，どれが

最も適当と思うカ込一つを緩んでその記号をOで阻みなさい。

ア 滋味も.時とともに変化するものがある。

たとえば. rながく Jが「しばら<Jからの影叫によッて「ながらく Jとなり. r依る」が「裂く」

からの影特によって「やぶく」となったりする。

1む味が狭くなることもある。衣服一般の怠味であった「ころも」が，僧衣のととになったのがとれ
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である。
せと

J芯!はーが変化した場合.川のいIl-j;よりいっそうjムいぷI沫になることがある。もと.似戸という土地か

ら嵯する伺泌をきした「加戸物Jが.やがて，附出一般の名跡となったのは. この仰jである。

単語のj別式，時の移るにつれて当主化することがある。とのしいには.j診やぷ味の似かよ引た仙の単語

からの彩切によって，災化するものがある。

イ 単語のJ杉は.I時の勝るにつれて変化することがある。この斗」には.jιや選、味の似かよった他の単語

からの影おにぶつて.災化するものがある。
き

たとえば. rながく」が「しばらく」からの影Uによって「ながらく 」となり「破る」が「裂く」

からの影特によ uて 「やぶく」となったりする。

意味も.持とともに当主化するものがある。

;怠昧が狭くなることもある。衣服一般の芯味であった 「こるも」が僧衣のことになったのが，これ

である。
せ止

法味が笈化した場合，所jの怠昧よりいっそう広い，必味になることがある。もと，露五戸という土地か

ら墜する陶器をさした「倣戸羽Jが，やがて.陶総一般の名称となったのは，このタIJである。

ク 単語のjιは，時の移るにつれて当主化することがある。とのιいには.j診やぷ味の似かよゥた他の単語

からの影響によって，変化するものがある。

たとえば 「ながく」が「しばらく」からの影引によヮて「ながらく」となり， r破る」が「ふJ

・からの影響によって「やぶ<Jとなったりする。

，蛍昧も，時とともにさ主化するものがある。
せと

;舷味が是主化した場合・日~1の意味よりいっそう広い滋味になることがある。もと級戸という土地から

在室する陶器をさした「倣戸物」が.やがて，陶器一般の名弥となったのは，この例である。

主主妹が狭くなることもある。衣服一般の滋味であった「とろも」が，僧衣のととになったのが，こ

れである。

ア 5 ((目)ーでこれに該当する選択肢 ;;t 16) 

イ 1 6 " .x. 13) 

ク 7 1 ' ク 67) 

無答 8 

〔町一(織i登問題をそのまま行なったもの〉の応答ととの 表

古今下し文で出しt.'{lIlJーの比省;との闘注を凡ると表 24の 2告

ごとくである。[IT)ーで:.tを選択したもの ([TI)ーではA選択肢

Nごア 熊谷 言1・

ア 2 

イ 1 2 

アに当たる)の大部分がイとク C(Il)ーのエ， クに当たる)
ヴ 2 41 S6 

に移到したのが回立っている。とのイ.クの進い出前に コニ 2 凸 13 

もrlSべたように， r通;味が狭くなるとともあ る。 Jの「もJ 才 11 1 S ? 16 

の邸調を仕王宮、機く読んだかどうかによるものである。(llJー 計 I5 1 161 711 日 il0日
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において正答校クをほ択していたもの67 名のうち， こ o.:(tr)ーでも 1<.1 じく クを選択したものは56~で.

6名がア.イ c(n)ーでいえば，ォ. .%.に当たる)に移り. 5名が九略;であった。結九正答;は 67から

7 1に4名の地JJIJにとどまった。

うたはこの分析的問題を設計した時の予想、では.県袖乱II0か絞の応答分術総会II:から見て.(llト (則子E

l副耐をそのき宅行なうもの)の正答率は 50%程伎であろうと予怨し. これがこロ:(日ト の問題でどれだ

け伸びるかを一つの回あてとしていたが.(日〕ーの11:::答者が怠外に多かq たため，ことに怠歯した伸びを

見ることはできなかった。(JT)ーと{U)ーは同一内谷・であるので等質群による比較径を用いたならば，多少

との主主いは知直のょにも出てきたかも知れない。

以上のごとく(fl}-ーでは期待した結呆を直錠数値の上に比ると とはできなかったが.同一問題紙で闘う

たその必択のt型自の自由言改Eにはかなり興味淡い応谷が比られた。

(Il):: 1言のア.イ，クのうち.適当でないと思ったこつのものについて.それぞれ(

を嘗さ入れて，どういう点、がよくないか，そのわけを説明しなさい。

( ) 

)の中にその記号|

いヂ(H}ーにおいて正答クを込吹したものについて.との(Ujこでの答をμると.そのおもなものは次の

ようなものであった。

(ア) 0 1::~}':の順序がバラパラで忌;味をなさない。

。r.意味も.時とともに変化するものがある。」この長き出しが唐突である。

o r;iな味も.時とともに変化するものがあるc Jζの一行と次の「たとえば・…….Jの統

きがおかしい。

(イ) 0 r.意味が狭くなるとともある。 Jこの lも」が前にくるのはおかしい。

o r怠;味も.時とともに重量化するものがある。」とあれば.次にその説明がくるはずなの

にそれがない。

(l1)ーでクを主主んだものでも.以上のようなことをはっきり省いているものもあれば.はっきりt!.!・いて

いたいものもあり.総省;のものもかなり多いのである。

ところでふ:i:.(Ll)ーでイを選択しクを否定したもの(1 6名)のqlに1)¥のような答えをしたものが数

名あった。

(ク) 0 Xl'{iの終りが終りらし く終わっていないので，まだ火:設が統くような3とであるの

とれはたいへん興味淡い谷で，こういうことが涜み以れるのは.それだけについていえば.なかなか

すばらしい読解力だと思う。これは実際に，との3Z4tはこのあとに，問題 2にある rr花見」の「花J

のように. r花」が桜に限って刷いられたりするのも.この例である。 Jという文が抗くわけで.これ

が広文に符かれているのである。とのようなことから考えると.翁iVi:t:!l~ 1 で.%.~泊:)1てしたものの111に U .
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こうした見解のものも含まれていたかも知れない。

tx.に ;~M~'I't院副112は. 「3に本を組み立てる刀.こと lまのきまりの雌}~，(. (単語のJ診や，広島長の五i:化)Jと

いうことが.その出制のねらいとされている。長休的には. i i花比Jの 「花」のように. i花」が桜

にl繰ってmいられたりするのも.この例であ る。 」という文を.II 1の水火;の中のどこへ挿入するかと

いうJ包で出 されている。おそらく被験者は，この文を111本文の(1)から(5)までの記号の場所にそれぞれ

当てはめてみて前後の枕きの最も妥当と忠われるものを選ぶという手順をと vたであろう。そしてその

場合この具体的事例とその説明に当たるととばとの組論的一教を見出だすことが判断の基準となったで

あろう 。分析的r"，9~泊はこの点から検討を進めたいと考え設計された。

まず日 }こで，1島Lri.11司闘をそのままのj診で実施した紡燥から記す。

ァ ¥!? ィ オ少 ク オツ〆 エ リ' 才

6 7 2 1 1 7 

( 1 0 ) ( 2 3 ) ( 1 7 ) ( 1 6) 

)内数値は， 陶 -~~I，i骨者の 6 用実維の ;，j'j査問題における応答である。

この 6 J:lの損金のJ，~;谷と今凶の E ニの応答の凶係 以

は表 25に見るごとくで. 6月の調金で]'，.イ に反 泊5

応したものが， ク.ェ，オに裟:ったものが多く，ク

〉処
ア

イ

に反Lc~したものは. かなりの数が他ぅ分散 L .エに反 ウ

Lぶしたものはその大多数才へ移劫した。 ::tに.反Iぶし 二E

たものは，いくらかアとエに移虫11した。結局正答;肢 オ

知谷:

計
オが29から 48へ高まった。 ζれはおそらく日〕ー

の桜合と向 じく を正験者が落ち着いてとの問題に解答

4 8 

( 2 9 ) 

アイ

4 

2 

1 

2 

6 

吋予 無主る

( 5 ) 

ク ヨニ ;;f 無谷

2 2 4 

s 5 ? 

7 5 5 1 

2 1 12 

.'51 '20 

4 

1 

したためであろうと忠う。それにしてもとの正答率はやはり低いと言わねばならない。

ーー

計

10 

25 

17 

16 

29 

.'5 
トーー一
100 

(llJ二の問題で選択肢ヱをiÎ!Îんだものは， と・の事例が f;意~・が狭く なることもるゐ。 J の具体例である

ζとはl担解しているが. i i花見」の「花」のように. i花」が桜に似ってJI:Iいられたりするのも，こ

のf11Jである。 Jの「も」に注ぷを払わなかったものであるう。選択肢:クを必んだものが裟外に多いので

あるが.これはおそらく .@(i)@)のいずれもが具休初制めいた文句が笹いであるのに@にはこれがない

ので.内谷も吟味せずに1::5，の均所へ入れたのであるう。笑は@⑤と説くコとであるととをぽ併すればこう

した誤りはしなかったはずであるイととるが.(日〕ーで@@と続けて単解してクもしくはエを選択してお

きながら . 三の(llf二でクを越択しているものが. 1 3 名もあ るのである。( クの選択~ 21名のうち)

少なくむこの者ばllJニの閥題の蒋にはすで何日〕ーの同組を忘れ，その上@の内6もじゅうぶんに吟味せ

ず，ただ一九したj診のよからクを通訳したものと也われるωである。

さて，分析的間出では・〔日p閥組の後に次の間wを行なゥた。

!UVJ鉱 山 こぜいω こ 山 の 酬 と し て 何 れ 峨 該当封する砧もの的を.B附桝

!号悦を( )山能人…、。

A ( ) t iながく」が「ながらく」になり. i似るJが「やぶくJになる。
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)日 「花kJの UE.Jのように. 「花」が艇に絞ってmいられるα

沿戸という土地から産するI;，.，jt，;iをきした「如戸物」がi付王寺一般の名称t、二なる。

) 4 衣服一般の意味であった「とろも lが僧衣のことになる。

B ア 単訴の怠;味が変化した場合.j:jijの迫;味より広い治;味になる ととがある。

イ 単語の;色:味が変化した場合，前の;な味より狭い主主l床になることがある。

ク 単語の%が.J診や;な味の似かよった他の単語からの影響によって.変化するものがある。 a ‘ 

一 一

その応谷は表 26のごとくである。プジゴクで我らしたのが 1

- 4のそれそ'れの正谷である。 Lぜ 問題にしている 2の問題では

80名が正答している。 正答率はたいへん高い。

なお，この 4闘越の完全正答について調べると表 27.のごとく

である。

各 市1国男11の正答率は伯当局い

にかかわらず，完全正谷は S7 

である。

さて， との{T!J~i\;、!の間b:立を行

なった後，分析的1同起はs もう一頃 sJ=(誠l:t問た111.zとl吋じもの)と同 じlU;どを行なってみた。〔ごl

(lV)のlb}Hdを行なうことにようて.そぷLが作}付してそこにどのような変化が九られるか.そこに指必との

|日I~:Jも考えられはしないかと考えたれらである。

V とれはがiに附したi陶ですが，もう --1)[t. <考え1答えてください。 谷えは，明のときのとめぺ|

次の3とを，ゐの¥/の Iから 5までの斗Jのとこかに入れるとすれば.どこがよいでし ょうか。最も適当な l

ものを一つ巡んで，その溢号をOで囲みなさし、。 I

IfE凡Jの 「花Jのように・ 「花」が桜に|坂口て則いられたりするのもa こ叫 IJであるの | 
谷;え

一一一ー一一一 ー 一一一一一一一一一一…一一一一一一一一一一一」

もかまいません。

省文
l

九月(
切
ぬ
@
ぬ
@

1 8 も 5 2 

2 1 4 6 2 1 5 4 
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誠j111 

ク

ウ

ク

コニ

コニ

ヨニ

オ

オ

オ

オ

オ

ア

ア

ム

この結バとてと.I司一被峨伝の 6Jcl 卦j;t悩凶~ü1i.iの際の比~ ~~，な

らびに([1~二の応谷と紘一己すると表 28 のごとくである。 Æ*，ーは

2ψ→ 48→ 62:と上鼻したQ その診;動の内6を比るべ く(IT)二

とVのl失Ji糸を見たのが.表 2¥')1である。(謝金問組と(IT)この!対

1系は既に記した。 46頁参照)

a. iE谷 肢から正答肢へ (オ→ 5) 4 5 

4 

表

28 

JJ.詰

ア(1 ) 10 

イ(2 ) 23 

ク(3) 17 

ヱ(4) 16 

オ(5) 211 

叙E 谷J 5 

b. 誤省:~Zから正答以ーへ

( (ア→ 5) 

I (イ→5) 

I Cク→ 5) 

l (エ→5) 

( ( ;t→ 2 ) 

l (方→4) 

4 

6 

表 むま〕 1 2 5 4 5 

3 

c.正答肢から誤答品交へ
2 

以上 65名のものについて，その各問題に対する

応平等を見てみたい。下に婦げるのはその応谷一覧表

である。

211 ア

イ

ク

ヨニ

Jオ

無答

計

1 1 4 

1 4 

11 2 6 

21 10 5 

21 4S 

2! 4 I 14 1S 62 

l~里 112 ll- n二 Jl[- 1V2 V 人数 M出111 調 112 n-n二 nJ-1V2 

オ ウ ?t ウ イ 5 12 ウ オ ウ オ i九 イ

コ二 ヴ オ ウ イ 5 4 コニ コニ ウ オ イ イ

イ ウ オ ン.~ イ 5 1二 イ ウ ガー ム イ

オ ク 才 ク イ 5 5 イ ア ウ オ ウ ム

コニ ク ;;f ワ イ 5 2 イ オ 二工 オ イ イ

ク ヴ オ ワ イ 5 ヨニ オ :r. オ イ イ・

オ ク オ ク イ 5 ワ ア 二E ;;f イ イ

イ ヴ オ ウ イ 5 3 、コ イ コニ オ イ イ

.:r. ク オ ク イ 5 1ニ ア イ オ ウ イ

ウ ク 3寸 ウ イ 5 イ コニ ;;f オ イ ウ

ウ ウ オ ヴ イ- 5 ~ イ ;;;J- オ イ ク

ア ク オ ク イ. 5 ウ コニ オ ;t L、 iλ 

イ ウ オ ウ イ・ 5 

サ ク ;t ウ イ 5 :r.ー メー ウ ア ウ イ-

IC 33 ) ア オ コニ ア ウ イ-

- 48ー

11.':' V 

6 2 

7 4 

21 1 4 

17 15 

48 62 

1 31 

無答;

記

7 
ー

21 

2 17 

一一
48 

1 

3 ! 100 

V |人数

5 

5 

5 

5 

:) 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 



11調112 1-IV2 V 人数 調111 ~ 1I 2 u-sニ Jl-JV2 

ウ ア イ イ 5 オ ニE ク ニE ウ イ 5 

ア ア ク ア 5 ウ イ ク ニE ク イ 5 

(4) ニE オ ウ ニE ク イ 5 

ア ク イ tl，イ b 

イ ウ イ イ
， 

イ' 5 ク オ ク オ ク イ 主 ・、

オ イ イ イ ム 5 

ク コ二 イ ム イ 5 ク コニ ;;t オ ク イ 4 

(4 ) ク ニE ウ オI ク イ

ア ク ウ ウ イ ( 2) 

コこ ク ク ク イイ 5 

ク ウ ク イ イ 5 住 イァ........問題Wの不完全正答

オ ク ウ イ ア 5 ム……・・締 答

ア ク ク ウ ア 5 調11ー， 原11二は被験者の 6月謝査問題知留

イ ク ウ ク ク 3 の僚の応答である。

(6 ) 

EこからVへともに正答肢を選んだaの 45名についてみると.そのヨち 33名は EーからVまで全

部正答している。ただしうち 3名はWの問題が不完全亙答である。他の 12名について見ると，その

8名までがIV2でイ(正答肢)を選んでいる。(うち 1名はWの問題不完全正答)。あとの 4名はN2

のところ2名がクを選び・2名が無答であるc JV 2でクを選択するなら V'r::は当然8に応答しなければ

ならないわけであって.自家撞着した選択である。ただしこの2名はE二でオを選択しており. Vの応

答と一致しており.むしろ IV2のクという選択が気紛れの誤答であったかも知れない。また，との 1会

名のEーの選択を見ると， イを選択しているものが 7名ある。ほかにクが2名.無答が5名。特に Eー

でエを選択したもの4名がそろって Eーでイを選択しているのが注目される。(IIーのイは. uーのヱ

の苔下し父である。 )この4名はEーの分析問題では特別考えが変わらなかったことを示している。

なお. 6月実施の調査問題のIII112、の応答を含めて.今回の分析的問題を・全部ー貸してE答して

いるものは 12名あった。

次に.誤答;から正答;へ変わったbの 1"1名について見ると. IV 2でイ(正答;肢)を選んだもの u名

匂はアが 5名，クが 1名.無答;1名である。クについては前に触れたが，アの場合も，このIV2でアを

選択するなら Vは当然 1もしくは2を選択すべきことになる。 5を選択したのはJVJiVを関連させて考

えると自家蝿省になる。また.j[ーについて見ると，クを選んだものは 11名，イが5名.無答 1名:宅

ある。この 17名のうち. Iーク. IV 2イとともに正答したもの8名. .Illーを正答し IV2を誤答したも

の5名. 1ーを誤谷:し. JV 2を.-答したもの 4名. I-IV 2ともに誤答したもの2名であるa との応答

の結巣から直接.分析的問題のEー. JV 2をしたために誤谷が正答に変わuたと言うととはできかねる。，

それは実はVで正答;できな治ーったもので， 1-， JV 2を正答しているものが後に述べるように相当にい
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るからである。ただ，誤谷から正答ι$:.わった 17 名のものには. この分析的1~.J題をすることがYの問

題勝決によい意味での影響を与えたとは言えるであろう。

次に.1玉谷から誤終にき主わヮたcの5名について見るむいずれ奇H)ーク.(IV)2イを必択し正解して

いる。この中(v)t:4を選んだ2名は. r r花Jが桜に似つT用いられたりするのもJの「も」叫の注用

が足らなかョたため. 5を選ばずに4を選んだれのと，FLわれる。この 2名は謝H誌 でエを選択しており.

今回の織1ftでI~P->尉者で舟;び元へもどっかりとちである。 Vで 2 :i:選択したものは， 謝金問題も今回の

分析調蛍もすべて正谷してきてお0.この長俊叫V):J)問題でなぜ2を選択したのか.との謝廷の上では

准浪lすることができない。

次に，以上 65名以外の.(II)ニゼV)らともに誤谷になゴている 356について.その各，問題の応谷;を

兇ると次の如くである。

調11~調'12 I (1I)一[町一 (I)-(IV) ~ (v) 人数 調111調112 (Uj一日〕二(1lI)-(IVJ2 (円 |人数

1ニ ク ウ ア ウ イ ク イ ニE イ イ ア 4 

イ ク ;t ウ イ ク ム ム オ ウ ク イ 4 

(2 ) ;t イ ォ- ク イ ム 4 

イ 二E ;t ア ク イ 2 ニE オ ク コニ ク イ 4 1 2 

ク 1. ク イ ア ア 2 ク ウ ク .!J: ク f 4 

ク コこ ウ ク ウ イ 2 ニE ク ク コこ ク イ 4 

(3 ) ニE イ ク コニ ム ィ;・ 4 I 1 

ム ム ニE ヴ ク イ 3 オ イ コニ ニE イ イ 4 

オ イ ニE ウ ウ イ- 5 コニ ウ コこ コ: ア イ・' 4 

ヨニ イ エ ク ウ ア 3 コニ ア オ コr. ク イ 4 

ア ク オ ク ウ イ〉 5 オ イ オ 2ニ ク イ 4 

ウ イ ;t ク ウ イ・ 5 ;t イ オ 2二 ア イ 4 

ク ク オ ク ク イ，・ 5 

ク ム ウ ク ク ウ 5 ア イ コこ イ ア ク ム

二E ク ウ ウ ク ウ さ オ オ ク ニE ク イ ム

コこ A ウ ウ ク ウ 5 ク オ ク .ヱ ア イ- ム

2こ グ ウ ウ ム ア 5 (3) 

Zニ ウ ア ク ム イ- 3 

立二 ア ウ コこ ムイ~. " 3 

オ ム オ コニ ウ ウ 5 

ア ク ク ム ウ イ・' る

( 1 4) 

いまこの 35名の応谷について見ると・ Eーヲ.JV 2イと，ともに正谷したものが 17名. 11ーを正

谷 して JV2を誤谷しているもの5名.Iーを誤谷J..， IV2を正答しているもの 7名. lI-JV 2ともに誤答;
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しているもの 6名である。との(ITHIV)2両者をともに正答した 17名のものは・匝)-iIV)2の問題で正答

しながら Vの問題で持び誤答にーもどdゴゴナで，そのうち特14:10ニと金〈同じ選択に戻ったものが 12名

ある。((1I)二一(Vt)選択 アー1( 1名).ク-3 ( 5名).ェ-4(6名))結局，との人たちには.

EやJVの分析的問題がVの問題解決に何ら影響を及ぼさなかったと言えるであろう。

また.とうしたととは，決のような点からも言えるようである。いま N2とVの応答につ白いて見ると

き.そζに論上型的筋の通った応答を求めるならば，前にも述べたことであるが.1y 2でアを選んだもの

判VJでは 1もし〈は 2.(的2でイを選んだものは(V]では4もし〈は 5・伊J2でクを選んだもの除Vでは

8を選ばなければならないことになとω いまこれをとの 35名について見ると.表 30に見るごとし

おω遁らない答えをしているものがずいぶん多いのであ

る。これは信組ごとにそれに反応するどけで.思考が煩 愛

10 在追うて持続的に進毘するというととがないためではな 8 

かろうか。そこに前後一質性のない応答があらわれる結

架に士るのだと思う 3

次に.[lI)=. (V)δ応答が変化しなかったワ-3の 1'1

名と， エ-4の 10名について少しく見てみたい。

、ミ
ア

イ

ウ

無答

計

筋の 筋の通ら
計

通った答; ない答

3 4 

1 1 1 3 24 

4 2 6 

1 

1 6 1 9 351 

まず.(ll)二払 (v)3を忠択した 11名について見ると，とのうち(li:J'[IV_}2をク・イと正答している

もの5名であるが.結局[Vにおいて(II)と同じ選択肢8にもどってしまい.(IV)2と[V}D選択が筋の通らぬも

のになヮてしま廿ている。また.[N)2でクを選んだ5名は.[V)の選択とのl認に，窃は通っている抗日戸

での誤答;を最後まで押し通してお，_.とのものは・その誤答;の原凶が.-r-i花見Jの 「花」云々4のe事

例とその説明の関係が正し<-りかめなかったことにあったととが推測されるのである。

次に.(s)二品[v)4を選択した 10名について凡ると.この 10名は・(町2でこ とごとくイを選んで

いる。かつまた.←のうち d名ほ.(H)ーもクと正答している。とのものは・CrV]2と[vf-J選択に筋が通っ

ており.結局. i i花」が桜に限って則いられたりするのも」の「もJに注Uが足りなかったため.5 

を選ばず4をi.lんだものと推泌されるのである。

以上，個々の応答についてやや細かにMてきたが，前にも記したように，との問題の正答は.分析的

問題(1)と(NJa'中にはさんで・ 48名から 6<:名へと上昇しているのであって.具体的に文章として読む

ととや，説明と事例の関係を港;ち弱いて考える ことによって.文章の理解が格段と進んだζとを示して

いる。しかもそれは，分析的問題として行なっただけで.特別その内容の具体的指導を行なったわけで

はない。ちしこの分析的閉題に，助詞Eも」の使用に注目させる設聞を更に加えていたならば.その正答

は62名より更に上回る結栄になったであろうと忠われる。学習指導の問題として.文章の読みを基本

としながら，その丈叢鹿島4に必要な知識や文法を怨切丁寧に学習するということが.いかにたいせつで

あるか，それがどれほど父主主の涜みとその足解を深吟るか.はかり知れないものがあると忠うのである。

(執筆者大竹大三)
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